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　日本各地の小麦の産地
には、例えば「おやき」や
「お好み焼き」「フライ」
など、その土地ならではの
食文化があります。
　「うどん」もそのひとつ。秋田稲庭うどん、群馬
水沢うどん、埼玉加須うどん、山梨ほうとう、愛知
きしめん、三重伊勢うどん、香川讃岐うどん、長崎
五島うどん等、その特有の風土に応じた打ち方や食
べ方など地方色豊かで奥が深い郷土料理です。
　加須の手打ちうどん。もともと小麦の生産が盛ん
な加須市で、お不動様の門前で参拝客にふるまわれ
たのが始まりといわれていて「足踏み」「寝かせ」
からの「コシ」の強さが特徴のひとつです。
　また、市内では代々手打ちうどんが継承された
り、「朝まんじゅうに昼うどん」という言葉があっ
たり、冠婚葬祭やハレの日などの料理の締めが赤飯
ではなくうどんだったりと特徴的です。
　TVの埼玉うどん特集で「西の讃岐、東の加須」、
「手打ちうどんの聖地」といった言葉も認知されま
した。
　ふるさと加須市の食文化のひとつ、改めて年越し
蕎麦ならぬ年越しうどん、年明けうどんでいきま
しょう！

手打ちうどんの聖地かぞ

加須市長

まずは、知ることから
「できたてのバインミー、揚げ春巻き、いかがですか～」。
ベトナムからの技能実習生たちが、市内のチャリティーイベ
ントに参加していました。こうした活動での交流も、お互い
の文化を知る、良いきっかけとなるはず。

今月の表紙
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
競

技
に
採
用
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
と
と
も
に
、
都

市
を
舞
台
に
音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
楽
し

む
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
ホ
ー
ル
ド
を
つ
か

み
、
壁
を
登
っ
て
い
く
姿
に
は
、
目
を
奪
わ

れ
ま
す
。

　
そ
の
起
源
は
、
１
９
５
０
年
代
後
半
に
生

ま
れ
た
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
工
的
な
手
段
を
使
わ
ず
、
自
ら

の
体
の
み
で
岩
に
挑
む
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
か
ら
、
高
い
安
全
性
を
確
保
し
た
う
え

で
、
よ
り
困
難
な
ル
ー
ト
を
登
る
ス
タ
イ
ル

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
加
須
市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

楽
し
め
る
「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ま
ち
」。
そ

の
象
徴
〝
加
須
こ
い
の
ぼ
り
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
〟
が
設
置
さ
れ
た
加
須
市
民
体

育
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
毎
年
12
月
に
行
わ
れ
る

全
国
高
等
学
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権

大
会
な
ど
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
数
々
の
熱
戦
を
生
ん
だ
壁
の
カ
ラ

フ
ル
な
ホ
ー
ル
ド
を
つ
か
み
、
体
ひ
と
つ
で

登
る
感
覚
を
、
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

※
「
後
期
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
38
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

加須こいのぼりクライミングウォール（平成12年３月完成・平成27年９月改修）
▲リード壁　３分割電動可変式　幅４ｍ×高さ13ｍ×２面
　　　　　　２分割電動可変式　幅４ｍ×高さ12ｍ×２面
▲ボルダー壁（練習壁）　手動可変式　幅５ｍ×高さ3.6ｍ×１面

気になる情報気になる情報

カ
ラ
フ
ル
な
壁

加須で登る
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昨
年
４
月
１
日
現
在
の
市
内
外
国
人
の

人
口
は
2
5
2
7
人
。
１
年
間
で
、
お
よ

そ
5
0
0
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
国
籍
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
、
50

以
上
の
国
と
地
域
に
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
在
留
資
格
は
、
限
ら
れ
た
期
間
を
市

内
で
働
く
就
労
者
や
、
少
な
く
と
も
５
年

以
上
の
在
留
を
し
て
い
る
永
住
者
の
割
合

が
多
く
な
り
、
国
籍
と
同
様
に
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

　
外
国
人
市
民
の
増
加
が
、
労
働
人
口
不

足
の
解
消
な
ど
に
つ
な
が
る
反
面
、
言
葉

や
文
化
の
ち
が
い
か
ら
、
お
互
い
に
戸
惑

い
や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
外
国
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え

る
中
、
多
文
化
共
生
※
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
現
場
で
は
、

外
国
人
の
子
ど
も
が
学
校
の
授
業
を
、
そ

の
保
護
者
が
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
理

解
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
、
多
言
語
で
の

対
応
や
日
本
語
習
得
支
援
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「ちがい」をやさしく越えて

問合せ　総務課（℡内線333）

４月1日現在、加須市には3,026人の外国人が暮らしています。市
の人口がおよそ11万人であることから、市民の50人に１人以上が
外国人ということになります。しかし、身近に外国人がいても「話
したことがない」「交流のきっかけがない」という方も多いのでは
ないでしょうか。
言葉や文化の異なる人たちは、加須市で何を感じ、暮らしているの
でしょうか。同じ市内に暮らす私たちも、多文化共生について一緒
に考えてみませんか。

3,026 

（人）

2,527 2,523 
2,379 

2,021 

令和5年令和4年令和3年令和2年平成31年
0
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市内外国人の在留資格
（令和5年9月末現在）

市内外国人の人口と国籍
（各年度4月1日現在）

42%

45%

その他

非就労
（留学・家族滞在）

居住
（永住者・定住者、
その配偶者など）

就労
（特定技能、技能実習、
技術・人文・国際業務など）

その他

ペルー
フィリピン

ブラジル

中国

ベトナム

外
国
人
市
民
の
今

※
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い
に
文
化

的
ち
が
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関
係
を
築
こ
う

と
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に

生
き
て
い
く
こ
と
（
総
務
省
）

Mu
lt

icu
ltur

al coexistence
多文化共生のまちへ
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多
文
化
共
生
の
た
め
に

ま
ず
は
、

　

知
る
こ
と
か
ら

市内には、外国人市民に日本語習得の支援を行
うボランティア団体があります。

故郷で待つ家族のため、将来の夢をかなえるた
め、市内で働く外国からの技能実習生がいま
す。

　
「
言
葉
は
通
じ
て
い
る
は
ず
な
の
に
伝

わ
ら
な
い
」
。
外
国
人
と
話
す
と
き
に
感

じ
る
も
や
も
や
。
そ
の
原
因
は
、
発
音
や

文
法
で
は
な
く
、
実
は
文
化
や
風
習
の
ち

が
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
初
め
て
日
本
に
来
た
方
に

「
玄
関
で
靴
を
脱
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言

っ
て
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
脱
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
が
理
解
で
き
ず
、
行
動
に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
場
所
に
合
わ
せ
て
靴

を
脱
い
だ
り
、
上
履
き
を
履
い
た
り
す
る

こ
と
が
、
日
本
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の

理
解
を
得
ず
に
お
願
い
を
し
て
も
伝
わ
ら

ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
い

き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
多
文
化
共
生
の
実
現
の
た
め
に
は
、
日

本
の
言
葉
や
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
だ

け
で
な
く
、
日
本
人
も
日
本
と
異
な
る
文

化
を
理
解
し
、
お
互
い
に
歩
み
寄
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
多
文
化
共
生
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
に
、
市
内
に
暮
ら
す
外
国

人
や
彼
ら
を
知
る
人
の
声
を
聴
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

小学校で日本語を学ぶ子どもたち
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Q1	どうして加須市に来ましたか？
仕事のために日本に来ました。静岡県や群馬県に住ん
でいましたが、今は加須市の工場で働いていて、近く
に引っ越しました。
ワイパーを作る工場で、塗装の後の検品をしています。

Q2	日本の好きなところは？
夜道を一人で歩いていても、子どもが一人で通学して
も安心なところです。
安くておいしいレストランがたくさんあります。寒い
季節には、家族で温かいラーメンを食べに出かけるの
が好きです。

Q3	日本で困ることは？
日本語です。特に病院は、普段は使わない難しい言葉
が出てくるので、分かるまで時間がかかります。

Q4	加須市の皆さんに伝えたいことは？
加須市には、私たちのように、まだ日本語が得意では
ない外国人もたくさんいます。翻訳機は便利ですが、
完璧ではないと思うので、日本語でお話しするときは、
できるだけ分かるまで、ゆっくりはっきりと伝えても
らえると嬉しいです。私たち家族は、日本も加須市も
大好きです。

ひと言に「外国人」といってもさまざま
市内で生活する方に話をお聴きしました

加藤 ノルマさん ご家族
ノルマさん（右端）は16歳で初来日。一時帰国するが
2016年に再来日し、加須市には2022年から住む。６人
家族で全員がブラジル国籍。

ブラジル連邦共和国  出身
首都　ブラジリア

面積　約851.2万㎢
　　 （日本の約22.5倍）

人口　約2億1,531万人

言語　ポルトガル語

Federative 
　Republic 

of Brazil

ブラジルの
私が住んでいたパラー州は、アマゾン川の近くで、果
物や野菜がたくさん採れます。クプアスという果物は、 
酸っぱいのでコンデンスミルクやお砂糖を入れてジュー
スにしたり、ケーキやアイスにします。
ジャンブーは、タカカというスープや、鶏肉と炒めた
り、いろいろな料理に使えるほうれん草のような野菜
です。私も庭で育てています。

ジャンブーの葉。６月に
種をまけば、収穫は9月
ごろ。水だけで簡単に育
ちます。

ジャンブーを牛肉やじゃ
がいもなどと煮込んだ料
理。味付けは塩・胡椒だ
けでもおいしい。

ノルマさんが紹介する
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Q1	どうして加須市に来ましたか？
ものづくりの技術や空手などの文化に興味があり、26
年ほど前、日本の語学学校に入学しました。結婚後し
ばらくして、妻の故郷であり、子育ての環境も整って
いる加須市に引っ越しました。

Q2	日本で驚いたことは？
一番は、落とし物が見つかって、自分の元に届くこと
です。
うどんにも驚きました。ガーナでは、主食は具の入っ
たスープと一緒に食べるので、甘いつゆにつけて主食
だけで食べることはありません。でも、加須市のお米
はおいしいので、おかずなしでも食べられます。

Q3	日本で困ることは？
見た目で怖がられてしまうのか、人に声をかけても話
を聞いてもらえず立ち去られてしまったり、電車など
で隣に誰も座らなかったり、距離をとられてしまうと
悲しいです。

Q4	加須市の皆さんに伝えたいことは？
ガーナで有名な日本人に野口英世がいます。彼は、黄
熱病の研究中にガーナで亡くなってしまいましたが、
今でも、ガーナと日本をつなぐ架け橋のような存在で
す。ガーナは安全で、やさしい人が多く、日本人もた
くさん暮らしています。私の話をきっかけに、少しで
もガーナに興味を持ってもらえたら嬉しいです。

interview

外国出身者の 声

スミス・カタマシ さん
市内企業に勤める。母国の公用語である英語・チュイ
語、スミスさんの民族に伝わるエヴェ語、日本での仕事
や日常会話のための日本語など、多くの言語を使い分け
て暮らす。

ガーナ共和国  出身
首都　アクラ

面積　約23.9万㎢
　　 （日本の約３分の２）

人口　約3,282万人

言語　英語、各民族語

Republic of 
Ghana

カラバシの木の実をくり抜
き、文様を施した器。おも
てなしの飲み物を入れると
きにも使われる。

アフリカンビーズのブレス
レットとネックレス。ガラ
ス製のものは、日本では
「とんぼ玉」ともいわれる。

ガーナの
カカオや金採掘のイメージが強いガーナですが、木や
竹を使った工芸品作りも盛んです。
他にも、長い歴史を持つ「アフリカンビーズ」のアク
セサリーがあります。鮮やかな色と多彩なデザインが
特徴で、冠婚葬祭などの大切な行事で身に着けます。

スミスさんが紹介する

令和5年（2023年）12月号7 KAZO



　
「
加
須
に
ほ
ん
ご
の
会
」
は
、
日
本
語

の
支
援
や
国
際
文
化
交
流
を
行
う
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
が
ま
と
ま
り
、
平
成
16
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
日
本
語
の

支
援
に
絞
り
、
20
人
ほ
ど
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
「
多
国
籍
の
方
々
と
日
本
人
が
共

に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指

す
」
と
い
う
活
動
目
的
は
、
発
足
か
ら
ず

っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
日
本
人
と
話
し
て
楽
し
か
っ
た
」。

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
参

加
者
の
話
を
よ
く
聴
く
こ
と
、
丁
寧
に
ゆ

っ
く
り
話
し
、
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
や
さ
し
い
言
葉

と
心
、笑
顔
で
す
。

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
所
づ
く
り
も
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
語
学
力
も

目
標
も
さ
ま
ざ
ま
。
日
本
語
認
定
試
験
を

受
験
す
る
方
も
い
れ
ば
、
子
ど
も
が
学
校

か
ら
受
け
取
る
お
知
ら
せ
の
内
容
を
理
解

で
き
る
程
度
で
十
分
と
い
う
方
も
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
に
合
わ
せ
て
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
使

用
教
材
も
、
文
法
学
習
に
の
み
特
化
し
た

も
の
で
は
な
く
、
自
己
紹
介
や
日
常
会
話

の
練
習
が
豊
富
な
も
の
を
活
用
し
、
参
加

者
と
の
交
流
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
ア
プ
リ
な
ど
も
積
極
的

に
使
い
、
会
話
を
す
る
時
間
を
優
先
し
て

い
ま
す
。

　
外
国
人
で
も
日
本
人
で
も
、
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
な
ど
、
お
互
い
の
こ
と
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

っ
て
か
ら
声
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
普

段
か
ら
声
を
か
け
合
え
る
よ
う
な
関
係
を

築
い
て
い
け
た
ら
良
い
で
す
よ
ね
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
見
学
か
ら
参
加
も

可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
、
実
習
生
の
通
い
や
す
さ
を
考
え
、

寮
に
近
い
田
ケ
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
で
も
教

室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
実
習
生
は
真
面
目
で
積
極
的
。
い
つ
も

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
職

場
以
外
で
は
日
本
語
を
使
う
機
会
が
あ
ま

り
無
い
た
め
、
日
常
会
話
の
経
験
が
不
足

し
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、
と
き
に
は
教

科
書
の
内
容
を
離
れ
、
出
身
国
と
日
本
の

文
化
や
習
慣
の
ち
が
い
に
触
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
加
須
市
で
の
生
活
を
通
じ
て
、
一
人
で

も
多
く
の
実
習
生
が
日
本
を
好
き
に
な
っ

て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
言
葉
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て
も
、
身
振

り
手
振
り
で
も
交
流
は
で
き
ま
す
。
外
国

人
と
い
う
だ
け
で
、
避
け
な
い
で
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

会員として教室を開催
石井 喜久子さん（前列中央）

interview 多文化共生への取り組み

代表

駒野 治子さん

加須にほんごの会
毎週日曜日（第５日曜日を除く）10時から11時30
分まで、市民プラザかぞで活動

日
本
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
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ノ
フ
ァ
さ
ん

　
将
来
の
た
め
に
、
働
き
に
来
ま
し
た
。

日
本
に
い
る
間
に
、
本
物
の
雪
を
見
て
み

た
い
で
す
。
職
場
の
人
は
親
切
で
、
何
か

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も

教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
だ
日
本
語
は
難
し

い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
。

ム
キ
デ
ィ
ン
さ
ん

　
家
族
の
た
め
に
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
ご
み
の
捨
て
方
を
勉
強
し
た

い
で
す
。
教
室
で
教
わ
っ
た
文
法
は
、
職

場
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
友
達

を
つ
く
る
の
が
難
し
い
の
で
、
日
本
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
友
達
を
つ
く
り
た
い

で
す
。

ワ
ヒ
ド
さ
ん

　
お
金
を
貯
め
て
、
自
分
の
会
社
を
つ
く

り
た
い
で
す
。
教
室
は
、
友
達
と
一
緒
な

の
で
楽
し
い
で
す
。
慣
れ
な
い
環
境
で
考

え
る
こ
と
が
多
く
、
覚
え
た
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
優
し
く

声
を
か
け
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

リ
ア
ン
さ
ん

　
将
来
、
自
分
の
お
店
を
建
て
る
た
め
に

勉
強
し
て
い
ま
す
。
職
場
の
人
は
優
し
く

親
切
で
、
仕
事
は
楽
し
い
で
す
。
日
本
語

が
分
か
ら
な
く
て
困
る
の
は
、
ど
こ
か
へ

出
か
け
た
い
と
き
で
す
。
も
っ
と
日
本
語

を
勉
強
し
て
日
本
人
の
友
達
を
つ
く
り
た

い
で
す
。

フ
ァ
ル
ハ
ン
さ
ん

　
お
金
を
貯
め
て
、
自
分
の
家
を
建
て
た

い
で
す
。
日
本
に
い
る
間
に
、
富
士
山
に

登
り
た
い
で
す
。
教
室
で
は
、
勉
強
だ
け

で
な
く
、
文
化
や
生
活
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
て
面
白
い
で
す
。
漢
字
が
難
し
い

の
で
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
で
す
。

　
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
に
当
た
り
、

日
本
語
を
学
び
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
加
須
に

ほ
ん
ご
の
会
の
活
動
を
知
り
、
会
に
連
絡

を
入
れ
た
上
で
実
習
生
に
紹
介
し
、
通
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
生
か
ら
は
、

講
師
の
先
生
が
母
国
の
こ
と
も
よ
く
知
っ

て
い
て
、
通
う
の
が
楽
し
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
会
社
と
し
て
も
、
と
て
も
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
技
能
実

習
生
６
人
を
雇
用
し
、
会
社
の
寮
で
共
同

生
活
し
て
い
ま
す
。
来
日
当
初
は
ス
ー
パ
ー

や
銀
行
に
一
緒
に
行
き
、
買
い
物
や
預
金

の
引
き
出
し
方
な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
事

前
に
日
本
文
化
や
習
慣
を
学
ん
で
き
て
は

い
ま
す
が
、
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な

支
援
は
必
要
で
す
か
ら
。

　
実
習
生
の
受
け
入
れ
で
は
、
国
籍
に
関

係
な
く
、
人
と
し
て
接
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
は
、
一
つ
の
機
械

で
経
験
を
積
み
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る
な

ど
、
技
能
と
自
信
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
験
は
、
帰
国
後
も

彼
ら
の
中
で
生
き
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ

う
か
ら
。

　

彼
ら
を
見
か
け
た
と
き
、
こ
こ
に
住

み
、
一
生
懸
命
働
き
、
日
本
を
知
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

代表取締役社長
佐藤 圭一郎さん

石井さんの教室に通うインドネシアからの実習生
（左から）ノファさん、ファルハンさん、リアンさん、ワヒドさん、ムキディンさん

ごみの分別やATMの使
い方を寮の食堂に掲示

寮に確保した礼拝するた
めのスペース

日本人の同僚と相談しな
がら作業するリアンさん

マルフジ建材株式会社
住宅・家具用を中心とした化粧板や住宅内装用造作部材を製造・販売する市内企業。
加須にほんごの会に通う５人を含むインドネシア人６人を雇用する。

特集
「ちがい」をやさしく越えて

多文化共生のまちへ
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日
本
語
勉
強
会
で
は
、
子
ど
も
寺
子
屋

に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
市

内
企
業
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

が
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
実
習
生
の
手
本
と
な
っ
て
発
音
練
習

を
手
伝
う
な
ど
の
交
流
の
場
面
も
あ
り
ま

す
。

　
勉
強
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
国
際
交
流

の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
令
和
5

年
の
１
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
企
業
や
講

師
、
通
訳
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
無
事
に
続
け
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
勉
強
会
で
は
、
子
ど
も
も
実
習
生
も
、

誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
場
所
を
目
指
し

て
、
お
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
い
き

な
り
ベ
ト
ナ
ム
語
を
覚
え
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
ま
ず
は
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
気
軽

に
ベ
ト
ナ
ム
文
化
を
知
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
互
い
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
ベ
ト
ナ
ム
の

方
と
一
緒
に
出
か
け
て
も
ら
う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
感
動

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
理
屈
を
超
え
た
相

互
理
解
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
勉
強
会
で
の
体
験
が
子
ど
も
た
ち
の
視

野
を
広
げ
、
困
っ
て
い
る
外
国
人
の
方
に

声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
仕

事
で
も
旅
行
で
も
、
外
国
に
行
く
こ
と
が

彼
ら
の
将
来
の
選
択
肢
に
含
ま
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
嬉
し
い
で
す
。
外
の
世
界
を

知
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち
を
見
つ
め
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
。
参
加
す
る
子
ど
も
の

中
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
に
触
れ
た
こ

と
で
、
日
本
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
子
も
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
場
所
が
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
、
大
人
も
外
国
出
身
の
方
と
の
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
気
軽
に
遊
び
に

来
て
ほ
し
い
で
す
。

通訳などで勉強会を手伝うために都内から通うフェンさ
ん。保科さんが伝えたい日本の文化を、ベトナム語で分
かりやすく伝えてくれています。

子どもたちは、日本語に不慣れな外国人と話すときに
役立つ「やさしい日本語※」を学んでいます。
※14ページで解説しています。

interview 多文化共生への取り組み

在日ベトナム人日本語勉強会

毎月第２日曜日14時から16時まで、龍興寺で開催

「
教
え
る
」
で
は
な
く
「
学
び
合
う
」

龍興寺 住職
保科 基晴さん
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職
場
の
方
が
親
切
で
、
分
か
ら
な
い
こ

と
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
仕
事

が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
日
本
語
勉
強
会
の
お
か
げ
で
、
職
場
で

話
せ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
日
本
に
は

四
季
が
あ
り
、
天
気
や
暮
ら
し
の
中
の
季

節
の
変
化
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
こ
と
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
技
能
を
身
に
付

け
る
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
日
本
語
を
上

手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ま

た
、
日
本
の
き
れ
い
な
景
色
を
見
に
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
た
い
で
す
。

　
教
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
彼
女
た

ち
の
能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
感
覚
が
近
い
で
す
。
異
な
る
価
値
観

や
考
え
方
を
も
つ
実
習
生
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
本
当
に
多
い
で
す
。

　
勉
強
会
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
子

ど
も
寺
子
屋
に
通
う
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
積
極
的
に
生
み
出
す
こ
と
。
ベ
ト
ナ

ム
の
方
に
と
っ
て
、
日
本
語
の
発
音
は
難

し
く
、
少
し
恥
ず
か
し
が
り
屋
な
彼
女
た

ち
は
「
間
違
え
る
く
ら
い
な
ら
話
し
た
く

な
い
」
と
考
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
職
場
以
外
で
日
本
人
と
話
し
た
と
い

う
体
験
が
、
彼
女
た
ち
の
恥
ず
か
し
さ
を

和
ら
げ
、
日
本
語
を
話
す
勇
気
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
覚
え
ら
れ
て
い
る

の
か
、
発
音
の
上
達
が
早
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
始
め
た
頃
よ
り
実
習
生
の

表
情
が
明
る
く
な
っ
て
い
る
の
も
嬉
し
い

変
化
で
す
。

　
実
習
生
は
技
能
を
身
に
付
け
に
来
て
い

る
の
で
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
技
能
を
習

得
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
が
一
番
で

す
。
１
日
１
つ
で
も
言
葉
を
覚
え
て
ほ
し

く
て
「
折
る
」
「
ア
イ
ロ
ン
す
る
」
な
ど

毎
日
教
え
て
い
ま
す
。
覚
え
た
言
葉
が
増

え
て
く
る
と
、
作
業
内
容
を
ま
と
め
た
仕

様
書
を
見
て
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
そ
し
て
、
せ
っ
か
く
日
本
に
来
て
く
れ

た
の
で
、
で
き
る
こ
と
は
し
て
あ
げ
た
い
。

夏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
巾
着
を
持
っ

て
浴
衣
で
お
祭
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
縫

製
業
で
す
か
ら
縫
う
の
は
得
意
で
す
。

　
技
能
実
習
生
に
は
、
で
き
る
だ
け
日
本

語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
、
龍
興
寺
の
日
本
語
勉
強
会
へ
関
連
会

社
と
交
替
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か

ら
日
本
語
を
教
え
て
い
る
方
が
講
師
で
あ

っ
た
り
、
通
訳
の
方
が
い
た
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
働
い
て
技
能
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
日
本
文
化
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
恒
例
の
新
年
会
で

は
、
以
前
は
お
せ
ち
料
理
を
用
意
し
て
い

た
の
で
す
が
、
今
は
実
習
生
が
料
理
を
振

る
舞
っ
て
く
れ
ま
す
。
出
汁
か
ら
作
る
フ

ォ
ー
は
、
本
当
に
お
い
し
い
で
す
よ
。

代表取締役社長 矢澤 崇さん

ボランティア講師

針
はり

谷
がい

 花
か

絵
え

子
こ

さん

ベトナムからの技能実習生 ゴックさん

課長 加藤 登美子さん
代表である矢澤氏も、自ら実習生の
サポートも行う。

株式会社ガードナー クリーンルーム用ウェアの企画製造販売、クリーンルーム用関連商品を販売する市内企業。
ベトナム人技能実習生16人を雇用する。

保科さんの思いに共感し、講師を
引き受ける。普段は勤め先の専門
学校で、留学生を対象とした授業
を受け持つ。

将来、ベトナムで縫製の仕事をする技術を学ぶため、令和４年７月か
ら株式会社ガードナーの実習生となる。

全員女性の実習生を技能面に加え、
生活面もサポートする。

特集
「ちがい」をやさしく越えて

多文化共生のまちへ

令和5年（2023年）12月号11 KAZO



　
梅
本
先
生
は
、
遊
び
の
中
で
楽
し
く
日

本
語
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
僕
の
好
き
な

遊
び
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
す
。
隠
さ
れ

た
人
形
を
「
こ
っ
ち
」
「
あ
っ
ち
」
な
ど

の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
見
つ
け
る
遊
び
で

す
。
こ
の
遊
び
で
覚
え
た
言
葉
は
、
友
達

と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
と
き
や
、
な
く
し
た

物
を
探
す
と
き
に
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。

　
休
み
の
日
に
覚
え
た
日
本
語
を
、
先
生

に
聞
い
て
も
ら
う
の
も
好
き
な
の
で
、
い

つ
も
次
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
外
国
籍
児
童
の
た
め
の
日
本
語
指
導
教

員
は
、
令
和
3
年
10
月
か
ら
県
よ
り
配
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
の
増
加
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
市
職
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も
が
緊

張
せ
ず
、
日
本
語
を
の
び
の
び
と
使
え
る

場
所
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
勤
め
て

き
た
幼
稚
園
な
ど
の
教
育
現
場
で
の
経
験

を
生
か
し
、
体
験
や
遊
び
の
中
で
日
本
語

に
触
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
内
容
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
つ
く

っ
て
い
る
感
覚
が
強
い
で
す
。
ま
ず
は
良

い
関
係
を
つ
く
る
こ
と
を
優
先
し
、
子
ど

も
の
ペ
ー
ス
や
個
性
を
尊
重
し
て
い
ま

す
。
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
子
に
は
、
自

分
か
ら
ど
ん
ど
ん
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
っ

て
、
分
か
ら
な
い
日
本
語
を
辞
書
な
ど
で

サ
ポ
ー
ト
し
、
遊
び
が
好
き
な
子
に
は
、

ル
ー
ル
説
明
や
遊
び
の
中
で
日
本
語
を
使

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
、
楽
し
み
な
が
ら
日
本
語
に
触
れ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
籍
の
子
ど
も
に

対
し
て
、
週
に
一
度
、
し
か
も
１
時
間
に

満
た
な
い
時
間
し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
支
援
が
上
手
く
い
っ
て
い
る

の
か
ど
う
か
が
分
か
ら
ず
、
試
行
錯
誤
の

毎
日
で
す
。
そ
れ
で
も
、
日
本
語
の
上
達

を
感
じ
ら
れ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
子
ど
も
の
方
か
ら
日
本
語
を
使
っ
た

遊
び
を
提
案
し
て
く
れ
た
と
き
や
、
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
た
楽
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
た
と
き
は
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

　
加
須
市
で
は
、
日
本
語
の
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
来
た
子
ど
も
た
ち
に
「
日
本
語

を
使
う
の
は
怖
く
な
い
」
と
少
し
で
も
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

荒木 イシャンくん

小学３年生。８歳の頃、父親の仕事のた
めフィリピンから移住。家族との会話で
は、英語を使うことの方が多い。特技は
ルービックキューブ。

interview 多文化共生への取り組み

日本語指導助手

梅本 美佐子さん

公立小中学校
　個別日本語習得支援

今年度から市が配置した「日本語指導助手」が、
曜日ごとに決まった児童・生徒への支援を行う

子
ど
も
た
ち
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

支
援
利
用
者
の
声
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学
生
の
多
く
は
、
生
活
す
る
上
で
必
要
な
ア
ル
バ
イ
ト
先

を
探
す
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。
在
留
資
格
に
定
め
ら
れ

た
1
週
間
の
労
働
上
限
（
週
28
時
間
以
内
、
長
期
休
み
は
週

40
時
間
）
を
配
慮
す
る
。
自
転
車
で
通
う
に
は
遠
過
ぎ
る
。

信
仰
の
た
め
に
ひ
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
学
生
が
、
見
た
目
を

理
由
に
お
断
り
さ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り

ま
す
。
他
に
も
「
外
国
人
」
と
い
う
だ
け
で
住
居
の
契
約
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
日
本
の
文
化
に
慣
れ
る
時
間
が
足
り

ず
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
学
生
も
い
ま
す
。

　
学
生
の
多
く
が
卒
業
後
、
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
地
域
へ
の
愛
情
や
愛
着
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
り
、
不

安
を
払
拭
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

私
た
ち
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
や
地
域
企
業

の
皆
様
の
ご
協
力
も
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
須

市
が
、
学
生
に
と
っ
て
自
分
た
ち
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
第

二
の
故
郷
と
な
る
よ
う
に
、
学
校
外
で
の
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

手打ちうどん試食会の様子。語学
だけでなく、日本の文化や風習の
体験も大切にしています。

参加者のペースに合わせ
られるように、小グループ
に分けて実施。この日は、
不動岡高等学校の生徒が
ボランティアとして参加し
てくれました。

学校の入学時期は４月と10月の２
回。令和５年10月の入学者は47
人。１期生（昨年の４月入学）の２
人から大きく増加しています。

・外国人総合相談センター埼玉
日本語が分からなくて困ったときに、外国
語で相談ができます。
受付時間　９時～16時
電話番号　048･833･3296
・市の窓口
市内公共施設には翻訳機（ポケトーク）を
備えています。

①活動場所の提供

②活動に使用する教
材の購入

③活動に役立つ研修
などの情報提供

外国語での相談

多言語による情報発信
公的な支援

日本語習得支援を行う
ボランティア団体へのサポート

外国人への出前講座

・本庁舎の正面玄関に、多言語に翻訳したチ
ラシなどをまとめたコーナーを設置

・市ホームページの多言語対応

・スマホやタブレットなどから閲覧できるカ
タログポケットで、広報紙やごみの出し
方などの情報を多言語で配信

災害時の避難やごみの出し方、自転車に乗
るときのルールなど、暮らしに大切な情報
を、市職員が出向き、伝えています。

interview 留学生を知る人の声

令和３年10月、法務省が定めた基準を満たす
市内で初めての日本語学校として開校

KJS東京日本語学校
（ Kazo Japanese School ）

理事長

穐山 正明さん
地域の人手不足や、外国人との日本語で
のコミュニケーション不足を課題に感
じ、日本語学校を設立する。

特集
「ちがい」をやさしく越えて

多文化共生のまちへ
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「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
、

災
害
発
生
時
な
ど
を
想
定
し
、

日
本
語
に
不
慣
れ
な
外
国
人

に
、
素
早
く
的
確
な
情
報
を
伝

え
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。
簡
単
で
分
か
り
や
す
い

日
本
語
で
あ
る
た
め
、
外
国
人

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
や
高
齢

者
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
、

誰
に
と
っ
て
も
有
効
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
外
国
人
と
話
す
た
め
に
は

英
語
が
必
要
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

実
際
に
は
英
語
を
話
さ
な
い
人

も
多
く
い
ま
す
。
一
生
懸
命
勉

強
し
た
日
本
語
を
使
っ
て
会
話

し
た
い
人
も
い
ま
す
。
外
国
語

が
話
せ
な
い
か
ら
と
身
構
え

ず
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

下
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し

て
、
例
題
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

やさしい日本語を意識しよう

み
ん
な
の
た
め
の

　
　
　
や
さ
し
い
言
葉

や
さ
し
い
日
本
語
は
、
一
つ
の
表
現
で

誰
に
で
も
通
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
言
葉
を
変
え
た
り
、
紙
に
書
い
た

り
、
相
手
に
合
わ
せ
る
気
持
ち
が
一
番

大
切
で
す
。

やさしい日本語のポイント
針谷先生に聞く

1. はっきり言う
・明確な言葉、発音で言う。
　例：うん → はい　/　ううん → いいえ
・できることはできる、できないことはできないと言う。
　例：現金しか使えません。 → 現金だけ使えます。
　　　電車でも行けなくはないです。 → 電車で行けます。時間がかかります。

・日本語は最後の言葉で意味が大きく変わります。最後まで丁寧に言いましょう。
　例：いきます ⇔ いきません　/　します ⇔ しません

最後まで言う2.

・一文を短くし、熟語は和語にする。
　例：ごみは分別し、指定日に出してください。
　　　→ ごみは分けて出します。燃えるごみは〇曜日、ビンや缶は△曜日です。
・尊敬語や謙譲語を使わず、丁寧語（です・ます）を使う。
　例：チケットを拝見させていただきます。 → チケットを見せてください。

短く言う3.

①危険が迫っていますので、高台に避
難してください。

②給水車と炊き出しが到着予定です。

①危ないです。高いところに逃げてください。
あそこ（指で指して）に逃げてください。

②水や温かい食べ物がもらえます。無料です。
お金はいらないです。

例題

解答
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や
さ
し
さ
で

　
　
　
踏
み
出
す
一
歩
を

　
「
加
須
市
を
選
ん
で
く
れ
た
人
た
ち

に
、
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
」
。
外
国
人
の
日
本
語
習

得
支
援
に
取
り
組
む
方
か
ら
も
、
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
企
業
か
ら
も
、

同
じ
想
い
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
言
葉
や
文
化
が
ち
が
う
か
ら
こ
そ

学
び
合
え
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
が
実
際
の
交
流
の
中
で
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
も
し
、
私
た
ち
が
外
国
へ
移
住
し
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。
家
族
と
離
れ
、
慣
れ
な
い
環

境
で
暮
ら
す
と
き
。
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
う
ま
く
友
達

が
つ
く
れ
な
い
と
き
。
不
安
に
な
っ
た

り
、
困
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
み
ん
な

同
じ
。
そ
し
て
、
困
っ
た
と
き
に
声
を

か
け
て
も
ら
え
た
と
き
の
嬉
し
さ
も
、

み
ん
な
同
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
言
葉
や
文
化
の
「
ち
が
い
」
を
越
え

て
共
に
生
き
る
社
会
を
育
む
の
は
、
お

互
い
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
想
像
力
と
、

一
歩
を
踏
み
出
す
や
さ
し
い
言
葉
と
心

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特集
「ちがい」をやさしく越えて

多文化共生のまちへ
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令和５年９月末日の財政状況をお知らせします。
※各数値は単位未満四捨五入のため、合計額などが整合しない場合があります。

市税や地方交付税などを主な財源として、福祉や教育、道路や公園の整備など、さ
まざまな分野の仕事を行っています。

408億6,453万円13億653万円395億5,800万円
補正予算当初予算 予算現額

一般会計

Information

民生費

総務費

教育費

衛生費

公債費

土木費

消防費

農林水産業費

その他

市税

国庫支出金

地方交付税

県支出金

地方消費税交付金

繰越金

市債

諸収入

その他

 163億4,980万円

 93億8,044万円（57.4％）

 74億5,240万円

 32億3,543万円（43.4％）

 62億6,000万円

 43億 424万円（68.8％）

 31億5,838万円

 4億2,162万円（13.3％）

 27億5,000万円

 14億7,459万円（53.6％）

 18億6,947万円

 57億3,246万円（306.6％）

 9億4,870万円

 ０円（0.0％）

 7億3,171万円

 3億1,060万円（42.4％）

 25億1,391万円

 8億4,080万円（33.4％）

 46億6,074万円

 21億 795万円（45.2％）

 44億2,848万円

 17億2,653万円（39.0％）

 42億1,737万円

 13億 185万円（30.9％）

 35億4,733万円

 16億6,370万円（46.9％）

 32億 854万円

 11億4,714万円（35.8％）

 17億1,483万円

 12億1,584万円（70.9％）

 14億3,785万円

 5億5,086万円（38.3％）

 5億8,791万円

 3億 959万円（52.7％）

 182億3,133万円

 77億7,767万円（42.7％）

■予算額
■収入済額（執行率）

■予算額
■支出済額（執行率）

▍歳出▍歳入
　収入済額 257億18万円 (執行率61.1％) 　支出済額 178億114万円 (執行率42.3％)

問合せ　財政課（℡内線321・322・323）

令和５年度 市の財政事情（上半期）
〜変化に対応し希望の未来へつなぐ予算〜
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学校や水道、下水道などの公共施設を整備するための借入金です。
地方債の現在高は、対前年度末24億2,688万円減の458億3,399万円です。
なお、埼玉東部消防組合は、借り入れごとの構成市町の負担割合に基づく加須市負
担分です。
区分 現在高

地方債

一般 270億1,793万円
農業集落排水事業 29億　397万円
野中土地区画整理事業 6,112万円
水道事業 73億7,021万円
下水道事業 83億5,185万円
埼玉東部消防組合 1億2,891万円

一時借入金 0円

地方債（借入金）

特定の目的のために資金を積み立て、財産の維持や事業費の財源などに充てるため
の貯金です。
基金の現在高は、対前年度末1億648万円減の95億1,466万円です。

基金名 現在高
財政調整基金 27億2,750万円
市債管理基金 1億3,734万円
公共施設等再整備基金 46億6,899万円
土地開発基金 3億9,493万円
その他基金 15億8,590万円

基金

※国民健康保険事業の不足額は、一般会計からの一時流用にて対応しており、出納整理期間中に収入が見込まれています。

国民健康保険や農業集落排水のように、保険税や使用料などの特定の収入により特
定の事業を行うため、一般会計と区別しています。

会計名 収入済額 支出済額 差引額 一般会計からの繰入金
国民健康保険事業 55億8,665万円 57億　781万円 ▲ 1億2,116万円 5億3,001万円
国民健康保険直営診療所 4,928万円 3,253万円 1,675万円 0円
後期高齢者医療 4億8,553万円 4億3,226万円 5,327万円 0円
介護保険事業 54億3,074万円 41億　952万円 13億2,122万円 6億9,282万円
農業集落排水事業 3億6,578万円 2億7,849万円 8,729万円 2億4,439万円
野中土地区画整理事業 1億3,596万円 2,040万円 1億1,556万円 1億　300万円
河野博士育英事業 509万円 480万円 29万円 0円

特別会計

会計名 区分 収入 支出 差引額 一般会計からの繰入金

水道事業
収益的収支 12億3,487万円 6億7,848万円 5億5,639万円

0円
資本的収支 0円 3億3,828万円 ▲ 3億3,828万円

下水道事業
収益的収支 6億7,016万円 2億3,422万円 4億3,594万円

5億2,000万円
資本的収支 3億3,902万円 5億7,281万円 ▲ 2億3,379万円

地方公営企業法に基づき、独立して事業を行っています。経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営のために行う借り入れや施設建設などの「資本的収
支」に区分しています。

※企業会計の不足額は、内部留保資金（減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって生じた資金や利益剰余金）
で補う予定です。

企業会計
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令和４年度の取り組みを評価しました
（行政評価）

Information

　「加須やぐるまマネジメントサイクル」の運用により実施した、
令和４年度事業の行政評価結果をお知らせします。
▍評価対象
　第２次総合振興計画前期基本計画の事業 750事業の達成度を４
段階で評価
▍目標達成事業の例
・かぞブランド創出事業
　（指標）かぞブランド認定により売上額が向上した商品の割合
　（計画）50％
　（実績）58%
・個人版ふるさと納税促進事業
　（指標）ふるさと納税寄付件数
　（計画）5,070件
　（実績）12,825件

� 問合せ　政策調整課（℡内線317）

令和４年度の達成度

目 標 を 達 成	：目標値の100％以上達成
お お む ね 達 成	：目標値の80％以上達成
やや遅れている	：目標値の80％未満
大幅に遅れている：目標値の50％未満

※小数点第２位を四捨五入のため、割合の合計は100％に
なりません。

目標を達成
322事業 42.9%

おおむね達成
243事業 32.4%

やや遅れている
109事業 14.5%

大幅に遅れている
76事業 10.1%

令和４年度 行財政改革の取り組み

Information

　本市では「第３次加須市行政経営プラン」に基づき、「市民との協働による未来につなげる自治体経
営」を目指して、行財政改革に取り組んでいます。令和４年度の主な取り組みをお知らせします。

協働力の向上  広聴の推進
▶市長と語るタウンミーティングの実施
　市民の皆さんからの意見を直接聴くため、広聴事業を刷新し、市長が皆さんの集会に伺う「市長と語るタウンミー
ティング」をスタートしました。事前にテーマや質問を伺い、担当部長などの出席のもと、丁寧な説明を行っています。
市役所力の向上  行政手続の利便性と窓口サービスの向上
▶マイナンバーカード・マイナンバーを利用したサービスの拡充
　市民の利便性の更なる向上と事務の効率化を図るため、公金受取口座の登録や引越しワンストップサービスを開始す
るなど、マイナンバーの利活用を推進しました。
市役所力の向上  効果的で効率的な自治体経営
▶若手職員によるプロジェクトチームの編成
　人材の育成と若手のユニークなアイデアを活用するため、毎年若手職員によるプロジェクトチームを編成し、企画立
案を行っています。令和4年度は「KAZO VIVA～かぞの遊ビバ～」をテーマとして提案がされました。
（主な提案）・田んぼDE運動会の開催　　・市内ウォーキングコースの整備
　　　　　　・シニア向けeスポーツイベントの開催　など

� 問合せ　業務改善課（℡内線339）

令和5年（2023年）12月号 18KAZO



年末年始の業務案内
Information

施設名
12月 令和６年１月

28 29 30 31 1 2 3 4
木 金 土 日 祝・月 火 水 木

■ 市役所・支所など
本庁舎、騎西・北川辺・大利根総合支所※１ ○ × × × × × × ○
コンビニ交付サービス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■ 保健・医療関係施設
加須保健センター ○ × × × × × × ○
国民健康保険北川辺診療所 ○ × × × × × × ○

■ 社会福祉施設・児童施設
騎西・北川辺・大利根健康福祉センター、社会福祉協議会 ○ × × × × × × ○
田ケ谷総合センター ○ × × × × × × ○
大利根総合福祉会館※2 × × × × × × × ×
シルバー人材センター ○ × × × × × × ○
加須・花崎児童館、利根川こども館 ○ × × × × × × ○

■ 文化学習施設・社会教育施設・コミュニティ施設・スポーツ施設
パストラルかぞ、キャッスルきさい、みのり、アスタホール、
加須未来館、北川辺郷土資料館 ○ × × × × × × ○

加須・騎西・北川辺・童謡のふる里おおとね図書館 ○ × × × × × × ×
市民プラザかぞ、各コミュニティセンター※3 ○ × × × × × × ○
市民活動ステーション「くらくら館」 ○ × × × × × × ×
グリーンファーム加須 ○ × × × × × × ○
北川辺ライスパーク ○ × × × × × × ○
加須市民体育館、南篠崎体育館、ふじアリーナ、
北川辺体育館、大利根文化体育館、各屋外スポーツ施設 ○ × × × × × × ○

■ 衛生施設など
加須クリーンセンター・大利根クリーンセンター ○ ○※4 ○※4 × × × × ○
いなほの湯 ○ ○ × × × × ○ ○
メモリアルトネ ×※5 ○ ○ ○※6 ×※5 ×※5 ×※5※7 ○

■ コミバス・道の駅
コミュニティバス「かぞ絆号」の運行 ○ × × × × × × ○
道の駅かぞわたらせ（農産物直売施設・レストラン・さいぐんと） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道の駅かぞわたらせ（パン屋さん はぁと） ○ ○ ○ ○ × × × ○
道の駅童謡のふる里おおとね ○ ○ ○ ○ × × × ×

※1　12月31日㈰の日曜窓口も休業します。
※2　100（とね）の湯は、当面の間休業しています。
※3　種足・鴻茎・高柳コミュニティセンターは無休です。
※4　クリーンセンターの受け付けは、15時までの短縮営業です。

※5　問い合わせは、８時30分から17時15分までです。
※6　12月31日㈰の通夜はできません。
※7　１月３日㈬の通夜はできます。

○ … 利用できる日　　　× … 閉庁・休館・休業
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Information

年末年始のごみ出し

場内待ち時間目安　通常…５分〜10分程度　混雑…10分〜30分程度　大混雑…30分〜90分程度

▍集積所へのごみ出し
収集日　各地区のごみカレンダーを確認してください。
	 12月31日㈰から令和６年１月３日㈬までは、ごみの収集はありません。
	 年末年始は、通常と回収時間が異なります。必ず８時30分までに出してください。
	 資源ごみや燃やさないごみの収集日が、通常と１週ずれる地区があります。

▍クリーンセンターへの直接搬入
受付時間　８時30分〜16時（12時〜13時を除く）
	 年末年始は、例年クリーンセンターが大変混雑します。集積所に出せるものは、収集日に集積所に
出してください。直接搬入する場合は、年末年始を避けて搬入することをお勧めします。
	 12月29日㈮・30日㈯は、受付が15時までとなります。
	 場内の混雑状況によっては、受付終了時間を繰り上げる場合があります。

▍クリーンセンター混雑予想
加須クリーンセンター（加須・騎西地域にお住まいの方）
12/18㈪ 12/19㈫ 12/20㈬ 12/21㈭ 12/22㈮ 12/23㈯ 12/24㈰

大混雑 混雑 混雑 混雑 大混雑 大混雑 休

12/25㈪ 12/26㈫ 12/27㈬ 12/28㈭ 12/29㈮ 12/30㈯ 12/31㈰
大混雑 大混雑 大混雑 大混雑 大混雑 大混雑 休

1/1㈪ 1/2㈫ 1/3㈬ 1/4㈭ 1/5㈮ 1/6㈯ 1/7㈰
休 休 休 大混雑 大混雑 大混雑 休

1/8㈪ 1/9㈫ 1/10㈬ 1/11㈭ 1/12㈮ 1/13㈯ 1/14㈰
休 大混雑 大混雑 混雑 混雑 大混雑 休

大利根クリーンセンター（北川辺・大利根地域にお住まいの方）
12/18㈪ 12/19㈫ 12/20㈬ 12/21㈭ 12/22㈮ 12/23㈯ 12/24㈰

通常 通常 通常 通常 混雑 混雑 混雑

12/25㈪ 12/26㈫ 12/27㈬ 12/28㈭ 12/29㈮ 12/30㈯ 12/31㈰
混雑 混雑 混雑 大混雑 大混雑 大混雑 休

1/1㈪ 1/2㈫ 1/3㈬ 1/4㈭ 1/5㈮ 1/6㈯ 1/7㈰
休 休 休 大混雑 大混雑 大混雑 大混雑

1/8㈪ 1/9㈫ 1/10㈬ 1/11㈭ 1/12㈮ 1/13㈯ 1/14㈰
休 大混雑 混雑 通常 通常 通常 通常

� 問合せ　資源リサイクル課（℡内線267）
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加須市ふるさと写真・動画コンクール

Information

▍ふるさと写真コンクール
テーマ　　帰ってきた、かぞ暮らし。
応募資格　制限なし
応募条件　・令和５年１月１日から12月31日までの間

に加須市内（渡良瀬遊水地は全域を含め
る）で撮影した未発表のもの

　　　　　・１人につき２点以内
応募規格　・デジタルデータ（JPEG形式・20MB以内）
　　　　　・組み写真や合成、不要物消去の処理した写

真不可
応募期間　12月４日㈪～令和６年１月５日㈮
応募方法　応募フォームに必要事項を入力・作品データ

を応募
賞　　　　市長賞…１人（賞金３万円）
　　　　　市議会議長賞…１人（賞金２万円）ほか
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

▍ふるさと動画コンクール
テーマ　　「かぞ」で見つけた小さな物語
応募資格　制限なし（グループも可）
応募条件　・オリジナルかつ未発表のもの
　　　　　・１人（１グループ）につき１点
応募規格　・作品時間１分程度（15秒以上２分以内）
　　　　　・データサイズ300MB以内
　　　　　・ファイル形式mp4、mov
応募期間　12月４日㈪～令和６年１月５日㈮
応募方法　応募作品を収めたCD-R・DVD-R媒体を持

参または郵送（期間内必着）
賞　　　　市長賞…１人（賞金３万円・賞品「かぞブラ

ンド認定品２万円相当」）
　　　　　市議会議長賞…１人（賞金２万円・賞品「か

ぞブランド認定品１万円相当」）ほか
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

� 問合せ　シティプロモーション課（℡内線319）

令和４年度市長賞受賞作品
テーマ「加須が好きだ！」
作品名「やっぱり加須が好きだ！」

令和４年度市長賞受賞作品
テーマ「加須が好きだ！」
作品名「散歩道は桜

サクラロード

道」
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蔵書の検索・
予約がスマホ
からできます

　年末の大掃除シーズン、効率よく掃除し
て、きれいな家で気持ちよく過ごしたいと
いう人も多いのでは？
　この本では、玄関やキッチンなど場所別
に、使う洗剤や道具、手順など、掃除の仕方
がイラストで説明されています。汚れの状
態に合わせた「念入り」「ササッと」の掃除
法や、きれいに保つコツも紹介。改めて掃
除のやり方を見直してみませんか。

　バレエや音楽の基となり、クリスマスイ
ブが舞台のお話「くるみ割り人形」。
　主人公クララは、クリスマス・イブに兵
隊さんのくるみ割り人形をもらい、抱きし
めながら、眠りにつきます。
　とってもファンタジックな夢の中のお話
で、素敵な絵も楽しませてくれます。

新！掃除の解剖図鑑

著：日本ハウスクリーニング協会
エクスナレッジ

くるみわりにんぎょう

原作：E･T･A・ホフマン
再話：アンマリー・アンダーソン
絵：アリソン・ジェイ
訳：蜂飼 耳
徳間書店

騎西領用水（新
にっ
川
かわ
用水）の取水口

　騎西領用水の取水口は、見沼代用水に架かる元
もと

圦
いり

橋
ばし

（外田ケ
谷）にあり、利根川の水を下流域の水田地帯に送っています。
　騎西領用水の開削は、江戸時代初期の騎西城主により行われた
と考えられています。その頃は、忍領の排水流路の星川に堰を設
けて取水し、溜めて水源としていました。300年ほど前には江戸幕
府による見沼代用水の開削が行われ、利根川の水が星川を流れる
ことになり、流水量が増えました。しかし、堰の高さや構造で流水
量が変わるので、排水に悩む堰の上流の村々と下流の村々で争論
が起きています。騎西領用水は、騎西領44か村で組合をつくり管
理するなどした極めて重要な用水です。
　その後も改修が行われ、現在は用水に沿う自転車・歩行者専用
道路「水と緑のふれあいロード」の起点となっています。起点付
近には、案内板や竣工記念碑があります。
� 紹介者　野中 松夫　加須市文化財保護審議会委員

騎西領用水（新川用水）取水口と元圦橋

令和5年（2023年）12月号 22KAZO

●元杁橋
住：外田ケ谷86
問合せ：生涯学習課
　　　　（℡0480・62・1223）

●
●

●

田ケ谷サン・
スポーツランド

田ケ谷
総合センター

騎西領
用水

見
沼
代
用
水

田ケ谷小

元圦橋

●

308

●

山王橋公園

今
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レキ  カツ
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レキ カツ
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一
口
大
に
切
っ
た
鶏
肉
に
、
塩
、
胡
椒
を
振
っ
て
お
く
。

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（
大
さ
じ
１
）
を
ひ
い
た
深
め
の
フ
ラ

イ
パ
ン
に
１
を
入
れ
、
表
面
に
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
取
り

出
す
。

同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
（
大
さ
じ
１
）
を

ひ
き
、
み
じ
ん
切
り
に
し
た
に
ん
に
く
を
香
り
が
出
る
ま

で
炒
め
る
。

3
に
一
口
大
に
切
っ
た
A
を
、
火
の
通
り
に
く
い
も
の
か

ら
順
番
に
加
え
、
し
ん
な
り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

4
に
B
を
加
え
、
煮
立
っ
た
ら
２
を
加
え
、
強
め
の
中
火

で
約
10
分
、
と
ろ
み
が
つ
く
ま
で
煮
詰
め
る
。

塩
、
胡
椒
を
少
し
ず
つ
加
え
て
味
を
調
え
た
ら
皿
に
盛

り
、
お
好
み
で
粉
チ
ー
ズ
を
振
り
か
け
る
。

123456 材料（４人分）
鶏むね肉（もも肉も可）
　　��������� ２枚（約400g）
塩　�������������� 適量
胡椒　������������� 適量
オリーブオイル　������ 大さじ２
にんにく（チューブも可）
　　��������� １片（小さじ１）

　　なす　����������� ３本
　　エリンギ　�� 　約２本（１パック）
　　玉ねぎ　���������　1/2個
※お好みの野菜でよい

　　トマト缶　����� 　1缶（400g）
　　水　����������� 100㎖
　　ケチャップ　������ 大さじ１
　　中濃ソース（醤油や味噌も可）
　　　　���������　大さじ1/2
　　コンソメ　������� 小さじ１

粉チーズ　����������� 適量

【
ク
リ
ス
マ
ス
に
食
べ
た
い
】

チ
キ
ン
の
ト
マ
ト
煮
込
み

Bob’s kitchen

122

田ケ谷総合センター

備前堀川

田ケ谷小

●

●

●●

玉敷神社
148

308

●Bob’s kitchen
住：上崎2628-3
℡：080･3252･0580

　⎜
　⎜
　⎜
　⎜
　⎜
Ｂ⎜
　⎜
　⎜
　⎜
　⎜
　⎜

　⎜
　⎜
Ａ⎜
　⎜
　⎜

※

4 2
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カゾメシ
おうちでプロの味
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01

　

10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
壁
を
見
上

げ
、
ホ
ー
ル
ド
を
掴
み
、
体
と
頭
を
フ

ル
回
転
さ
せ
て
登
っ
て
い
く
︱
登
り
切

っ
た
と
き
に
得
ら
れ
る
達
成
感
は
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
味
わ
え
ま
せ
ん
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
の
出
会
い
は
小
学

４
年
生
の
と
き
。
加
須
市
の
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
体
験
教
室
へ
の
参
加
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
教
室
終
了
後
す
ぐ
に

J
S
C
C
に
加
入
し
て
同
年
代
の
仲
間

と
練
習
し
、
定
期
的
に
大
会
に
も
出
場

し
ま
し
た
。
初
め
て
大
会
に
出
場
し
た

と
き
の
こ
と
は
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。
普
段
と
異
な
る
会
場
の
空
気
と
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
に
集
ま
る
視
線

に
緊
張
し
て
し
ま
い
、
全
く
実
力
を
発

揮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
甲
斐
な
さ

と
悔
し
さ
か
ら
芽
生
え
た
「
絶
対
見
返

し
て
や
る
」
と
い
う
思
い
は
、
今
で
も

練
習
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
J
S
C
C
と
近
隣
の
ジ
ム

で
の
練
習
に
加
え
、
自
宅
で
の
ウ
エ
イ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
練
習
時
間
を
最
大
限

生
か
す
た
め
、
練
習
で
で
き
な
か
っ
た

部
分
を
振
り
返
り
、
分
析
し
て
次
に
生

か
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
個
人
競
技
で
す

が
、
み
ん
な
で
成
長
し
合
え
る
競
技
で

も
あ
り
ま
す
。
選
手
同
士
が
登
り
方
を

話
し
合
っ
た
り
、
誰
が
勝
っ
て
も
み
ん

な
で
た
た
え
る
姿
な
ど
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
根
付
い
た
「
お
互
い
を
リ
ス
ペ
ク

ト
し
合
う
」
文
化
に
触
れ
て
、
技
術
だ

け
で
な
く
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
高
校
生
ク
ラ
イ
マ
ー
の

頂
点
を
決
め
る
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

昨
年
は
予
選
で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
今
年
こ
そ
は
決
勝
に
進
出
し
、
そ

の
先
に
あ
る
「
国
体
出
場
」
と
い
う
夢

に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
続
け
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
生
ま
れ
、
身
長
１
４
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

現
在
、
埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
２
年
生
で
、
山
岳
部
に
所

属
。

小
学
４
年
生
の
と
き
に
参
加
し
た
加
須
市
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
加
須
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

（
J
S
C
C
）
に
加
入
。
本
格
的
に
競
技
を
開
始
す
る
。

令
和
４
年
12
月
に
加
須
市
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
全
国
高
等
学
校
選

抜
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
初
出
場
。
今
年
の
第
14
回

大
会
で
は
、
初
の
決
勝
進
出
を
目
指
す
。

�

牛
山 

由
加
里
さ
ん

▍

悔
し
さ
を
原
動
力
に

▍

★★★★★★

クライミングの魅力を
Instagramで発信中！
【yukari_10432】
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03

　
ぼ
く
の
家
族
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
と
小
学
１
、
２
年
生
の
弟
２
人

と
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
妹
の
６
人

家
族
で
す
。

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
製
造
業
の
お

手
伝
い
を
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
建

設
機
械
の
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
妹
は
歌
っ
た
り

お
ど
っ
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
よ

く
ア
ナ
と
雪
の
女
王
の
歌
を
歌
っ
て
い

ま
す
。

　
ぼ
く
は
バ
ス
ケ
が
大
好
き
で
、
弟
２

人
も
バ
ス
ケ
が
大
好
き
で
す
。
小
学
４

年
生
か
ら
大
桑
ス
カ
ッ
シ
ュ
と
い
う
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
に
入

っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
の
目
標
は
、
大
会

で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
そ
の

た
め
に
、
自
宅
の
バ
ス
ケ
ゴ
ー
ル
で
弟

た
ち
と
自
主
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

時
々
お
父
さ
ん
も
一
緒
に
練
習
を
し
て

く
れ
ま
す
。

　
他
に
も
、
B
リ
ー
グ
の
試
合
動
画
を

見
て
、
選
手
が
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
し
て

い
る
か
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
新
人
戦
が
冬
に

あ
る
の
で
、
た
く

さ
ん
練
習
を
し
て

試
合
で
活
躍
し
た

い
で
す
。

NAKAMA TO TOMON I

　
手
描
き
だ
か
ら
伝
わ
る
。
伝
わ
っ
た

と
き
の
喜
び
が
あ
る
。
そ
ん
な
絵
手
紙

に
つ
い
て
、
楽
し
く
の
び
の
び
と
学
ん

で
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
野
菜
や
果
物
、
年
賀

状
な
ど
、
月
ご
と
に
決
め
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
作
品
づ
く
り
で
す
。
会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
決
め
た
題
材
に
合
わ
せ
て
、
使

う
道
具
や
は
が
き
を
考
え
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
い
ま
す
。

　
絵
手
紙
の
特
徴
は
、
人
に
送
る
も
の

で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

感
動
を
伝
え
る
た
め
に
よ
く
観
察
し
て

描
か
れ
た
も
の
に
は
、
上
手
い
下
手
は

関
係
な
い
「
味
」
が
生
ま
れ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
約
10
人
。「
文
章
が

苦
手
で
も
感
動
を
伝
え
や
す
い
」「
自

分
で
育
て
た
野
菜
や
草
花
を
描
け
る
の

が
楽
し
い
」
な
ど
、
感
じ
る
魅
力
は
さ

ま
ざ
ま
。
制
作
に
集
中
し
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▍　　　　　　　　　　

▍

▍絵手紙にこころをのせて

▍

加藤 雄一さんご家族
紹介者 颯

そう
将
すけ
さん（小学５年生）

絵手紙サークル 自遊人
講師　平間 富

ふ
紀
き
子
こ
さん

絵手紙サークル 自遊人
活動日時：第2・4金曜日　13時30分～15時30分
活動場所：市民プラザかぞ
問合せ：野中 弘子さん（℡0480･62･2206）

あった
かぞく

ぼくの大好きなものは
家族とバスケ！
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10月の「ピンクリボン月間」にあわせて、15日から19日にかけて、郷土史料展示室
（騎西城）をピンクにライトアップしました。乳がんの早期発見・治療のため、定期的

な検診受診と月に１度の自己検診を心がけましょう。【市民カメラマン　輿石 康男さん撮影】

騎西城がピンクに染まる

グルメと楽しむジャンボこい
10月29日、加須はなさき公園で、加須グルメフェスティバルとジャンボこいのぼり虫干し見学
会が、同時開催されました。虫干しでは、子ども大学かぞを受講する小学生が参加し、ジャン

ボこいのぼりのペイント補修などを行いました。【市民カメラマン　坂本 了さん撮影】

令和5年（2023年）12月号 26KAZO
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９月から11月にかけて、市内の小中学校などで運動会が開催されました。10月30日には、
加須平成中学校で第28回体育祭が行われ、カウボーイリレーや伝統の応援合戦など、校庭

いっぱいに元気があふれていました。【市民カメラマン　坂本 一男さん撮影】

秋の運動会で絆深まる

北川辺地域の一大イベント
10月29日、北川辺総合支所東側職員駐車
場で、北川辺ふるさと秋まつりが開催され

ました。産業祭と健康福祉まつり、いきいき文化
祭が一緒に行われ、会場には訪れた方の楽しげな
声が響きました。
【市民カメラマン　渋谷 都さん撮影】

今年も咲きました
９月下旬から10月にかけて、市内各所で
市の花コスモスが見頃を迎えました。毎年

一面にコスモスを咲かせる加須未来館近くの休耕
田では、今年も多くの方が訪れ、観賞や写真撮影
などを楽しんでいました。

令和5年（2023年）12月号27 KAZO



サ
ミ ッ ト

関　　東

どま なかん

どこ行く？

な に する ？

野木町（栃木県）

板倉町（群馬県） 小山市（栃木県）

栃木市（栃木県）

古河市（茨城県）

TOWN-NOGIイルミネーション
2023

わたらせ自然館

とき　令和６年１月31日㈬まで
　　　日没後（17時前後）～24時
ところ　JR野木駅前東西ロータリー
問合せ　野木町観光協会 産業振興
課内（℡0280･57･4153）

光と音の共
演、華やか
で心温まる
イルミネー
ションをお
楽しみくだ
さい。
とき　令和６年１月８日（祝・月）まで
　　　17時～21時
ところ　東武新大平下駅東口・プ
ラッツおおひら周辺
問合せ　光と音のページェント実行
委員会事務局（℡0282･43･9205）

展示室中央には大
きなジオラマがあ
り、渡良瀬遊水地
全体を分かりやすく
ご覧になれます。館
内には、渡良瀬遊水地や板倉町の観
光パンフレットがそろえてあり、学
習などにもご利用いただけます。
ところ　わたらせ自然館
　　　 （板倉町海老瀬4663-１）
費用　無料
休館日　月・火曜日（祝日を除く）、
祝日の翌日
問合せ　板倉町わたらせ自然館
　　　 （℡0276･82･1935）

光と音のページェント2023

第22回ハンドベル
クリスマスコンサート 古河七福神めぐり

ところ　12月９日㈯　開演14時
ところ　小山市立文化センター　小
ホール（小山市中央町1-1-1）
費用　無料
申込　不要
問合せ　小山市中央公民館
　　　 （℡0285･22･9562）

年の初めに幸福を願って
七福神を巡拝する福めぐ
りです。徒歩７千歩、約
２時間のコース（約3.5㎞）を自由
に巡拝します。
とき　令和６年１月７日㈰
※受付９時～10時30分
※９時前の巡拝はご遠慮ください。
ところ　古河駅西口おまつり広場
費用　無料（押印台紙は200円）
問合せ　（一社）古河市観光協会
　　　　（℡0280･23･1266）

G
ぎ ょ

う だ

H
は に

ゅ う

加須市・羽生市・行田市

H O K U S A I
T O W N  I N F O .

古代蓮の里イルミネーション2023

とき　12月２日㈯～令和６年１月
８日（祝・月）　16時30分～21時
ところ　古代蓮の里園内
古代蓮会館入館料　大人400円、小
中学生200円、未就学児無料
※12月２日㈯から25日㈪は無休、

平日は19時30分（受付19時）、
土・日曜日は20時30分（受付20
時）まで延長開館
問合せ　古代蓮会館
　　　 （℡048･559･0770）

とき　令和６年３月10日㈰
※雨天決行
ところ　羽生市内10km周回コース
種目　10㎞、ハーフ（中高生参加
不可）、親子１㎞（小学生と保護者）
費用　一般4,000円、中高校2,000
円、親子2,500円
申込期限　令和６年１月８日（祝・月）
問合せ　羽生市体育館
　　　 （℡048･563･0150）

第41回藍のまち羽生
さわやかマラソン大会
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救急診療
休日・夜間の 事前に電話で

確認の上、受診
してください。

中田病院（元町）　℡0480・61・3122
十善病院（愛宕）　℡0480・61・2595

夜間救急 休日診療
18：00〜翌朝9：00 とき 小児科

9：00～12：00
加須市内

9：00～18：00
羽生市内

9：00～17：00

12 

月

10 ㈰ 中田病院
0480･61･3122 中田病院 ■内 ■外 ひらの内科胃腸科

048･560･1385 ■■内 ■胃

17 ㈰ ともながこどもクリニック
0480･66･4150 十善病院 ■内 ■外 メディモ・羽生内科

048･580･5558 ■内 ■ぺ

24 ㈰ 中田病院
0480･61･3122 中田病院 ■内 ■外 山田クリニック

048･561･0177 ■内 ■脳

30 ㈯ つのだ小児科医院
0480･61･2220

出井医院
048･561･0411 ■内

31 ㈰ つのだ小児科医院
0480･61･2220 十善病院 ■内 ■外 冨田脳外科クリニック

048･563･0050 ■■脳

1 

月

1 ㈪ 中田病院 ■内 ■外 中原整形外科医院
048･561･0758 ■整

2 ㈫ 福島小児科医院
0480･65･2215 十善病院 ■内 ■外 なかむら皮膚科クリニック

048･562･5454 ■皮

3 ㈬ 中田病院
0480･61･3122 中田病院 ■内 ■外 中村レディスクリニック

048･562･3505 ■産

※小児科は、市内小児科専門医とそのスタッフの皆さんの協力のもと実施されています。
４月から10月までの祝日と、11月から翌年３月までの日曜日および祝日に実施し
ています。

内 内科　胃 胃腸科　循 循環器科　外 外科　整 整形外科　脳 脳神経外科　皮 皮膚科　産 産婦人科　ぺ ペインクリニック

とき 中田病院 十善病院

12/10 日 内 ■外 ■循 内
11 月 ■内 ■外 ■内
12 火 内 外 内 循
13 水 ■■外 ■内
14 木 内 外 外
15 金 ■内 ■外 ■外
16 土 内 ■外 内
17 日 ■内 ■外 ■内
18 月 内 外 内
19 火 ■内 ■外 ■内 ■循
20 水 外 内
21 木 ■内 ■外 ■外
22 金 内 外 外
23 土 ■内 ■外 ■内
24 日 内 外 内
25 月 ■内 ■外 ■内
26 火 内 外 ■内 ■循
27 水 ■■外 ■内
28 木 内 外 外
29 金 ■■内 ■外 ■外
30 土 内 外 ■外
31 日 ■内 ■外 ■外

1/  1 月 内 外 ■外
2 火 ■内 ■外 ■内
3 水 内 ■外 内
4 木 ■内 ■外 ■外
5 金 内 外 外
6 土 ■内 ■外 ■内

24時間365日対応
西山救急クリニック（北小浜）

℡0480･63･3111

埼玉県の救急電話相談♯7119（毎日24時間）

　音声案内医療相談は、①小児の相談、②大人の相談、③医療機関
案内を選択できます。ダイヤル回線·IP電話·北川辺地域でご利用の場合
は、℡048･824･4199へ。
※小児救急電話相談＃8000または℡048･833･7911（北川辺地域）
もご利用いただけます。

市内調剤薬局の輪番制

　休日当番医の医療機関に隣接する調剤薬局に加えて、他の薬局も輪	
番で営業を実施しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

インフォメーション

年末年始の診療

　市ホームページまたはチラシでご確認ください。
チラシ
本庁舎、総合支所、加須保健センター、市民サービスセンター、
図書館　※12月中旬配架予定
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●
公
認
心
理
師

と
き　
12
月
19
日
㈫

　
　
　
14
時
～
16
時

と
こ
ろ　
加
須
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
２
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話

申
込
期
限　
12
月
12
日
㈫

と
き　
令
和
６
年
１
月
19
日
㈮

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
歯
科
相
談
は
14
時
か
ら

と
こ
ろ　
加
須
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

①
脂
質
異
常
症
が
テ
ー
マ
の
個
別
保
健

相
談
・
栄
養
相
談

②
歯
科
医
師
の
相
談
、
歯
科
衛
生
士
の

歯
み
が
き
指
導

定
員　
①
９
人

　
　
　
②
５
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話

申
込
期
限　
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

　
認
知
症
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
す
。
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

と
き　
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ　
展
示
室

定
員　
30
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話

申
込
期
限　
令
和
６
年
１
月
24
日
㈬

　
宿
泊
や
日
帰
り
で
、
出
産
後
の
お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
を
行
う
施
設

が
増
え
ま
し
た
。

利
用
施
設

①
ス
ピ
カ
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
山
王
ク
リ
ニ
ッ
ク

③
ワ
イ
ズ
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

④
は
や
し
だ
産
婦
人
科

⑤
成
田
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
③
～
⑤
が
追
加
さ
れ
た
施
設

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
す
く
す
く
子
育
て
相
談
室

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
５
３
２
）

診
療
受
付
時
間　
９
時
～
12
時

※
必
ず
各
医
療
機
関
に
電
話
連
絡
し
、

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
推
進
課

 
（
℡
０
４
８
０
・
53
・
５
０
２
０
）

℡
０
４
８
０
・
69
・
２
１
６
０

FAX
0
4
8
0
・
69
・
２
１
６
１

●
第
５
回
星
の
写
真
を
撮
ろ
う

　
「
星
雲
・
星
団
を
撮
ろ
う
！
」

※
雨
天
時
は
デ
ジ
タ
ル
写
真
講
座

と
き　
令
和
６
年
１
月
６
日
㈯

　
　
　
19
時
～
21
時

定
員　
10
人

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

費
用　
無
料

申
込
期
限　
12
月
17
日
㈰
必
着

※
申
込
時
に
学
年
、
カ
メ
ラ
の
種
類
を

記
入

●
第
６
回
特
別
天
体
イ
ベ
ン
ト

　
「
月
面
Ｘ
を
撮
ろ
う
！
」

※
雨
天
時
は
中
止

と
き　
令
和
６
年
１
月
18
日
㈭

　
　
　
18
時
30
分
～
21
時

費
用　
無
料

申
込
期
限　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
必

着※
申
込
時
に
学
年
を
記
入

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

産
後
ケ
ア

宿
泊
・
日
帰
り
利
用
施
設
の
追
加

医
師
出
前
講
座

「
知
っ
て
安
心
！
認
知
症
」

年
末
年
始
の
休
日
歯
科
診
療

（
急
患
対
応
）

脂
質
異
常
症
健
康
相
談
、
歯
科
相
談

保
健
だ
よ
り

施
設
情
報

加
須
未
来
館

いきいき健康長寿課（加須保健センター内）　
℡ 0480･62･1311　℻ 0480･62･1158
※保健だよりに掲載している事業は、加須市民を対象にしています。

と
き

と
こ
ろ

12
月
31
日
㈰
増
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

川
口
１
２
０

－

４

℡
０
４
８
０・66・０
４
１
８

令
和
６
年

1
月
1
日

　
（
祝・月
）

三
和
歯
科
医
院

三
俣
１

－

25

－

７

℡
０
４
８
０・61・8
0
3
3

1
月
2
日
㈫
鈴
木
歯
科
医
院

睦
町
２

－

５

－

５

℡
０
４
８
０・61・1
0
2
0

1
月
3
日
㈬
馬
橋
歯
科
医
院

騎
西
31

－

４

℡
０
４
８
０・73・0
1
5
8
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31 KAZO

●
ふ
れ
あ
い
料
理
講
座

　
「
手
作
り
味
噌
（
樽
付
き
）
」

と
き　
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯

　
　
　
10
時
～
12
時
頃

対
象　
18
歳
以
上

定
員　
15
人

費
用　
４
２
０
０
円

申
込
期
限　
12
月
25
日
㈪
必
着

●
ふ
れ
あ
い
料
理
講
座

　
「
す
み
つ
か
り
と
花
寿
司
」

と
き　
令
和
６
年
１
月
20
日
㈯

　
　
　
９
時
30
分
～
12
時
頃

対
象　
18
歳
以
上

定
員　
15
人

費
用　
7
0
0
円

申
込
期
限　
令
和
6
年
1
月
5
日
㈮
必

着【
共
通
事
項
】

申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

①
～
⑤
を
記
入

①
講
座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑤
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号

宛
先　
〒
３
４
７
－
０
０
０
２

　
　
　
加
須
市
外
野
３
５
０
－
１

●
新
春
子
ど
も
広
場

内
容　

餅
つ
き
体
験
、
工
作
教
室

（
凧
）
、
南
京
玉
す
だ
れ
実
演
、
大
正

琴
演
奏
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
農
産
物

直
売
所
の
大
サ
ー
ビ
ス

と
き　
令
和
６
年
１
月
７
日
㈰

　
　
　
10
時
～
16
時
頃

℡
０
４
８
０
・
63
・
１
１
２
６

●
年
始
営
業
は
１
月
３
日
㈬
か
ら

・
く
じ
付
き
テ
ィ
ッ
シ
ュ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
９
時
30
分
、
14
時
、
18
時
の
３
回

・
福
袋
販
売

　
11
時
、
16
時
の
２
回

　
１
個
５
千
円
（
１
人
１
個
限
り
）

・
替
り
湯

●
新
春
く
じ
引
き

　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

　
１
回
５
０
０
円
（
１
人
１
回
限
り
）

●
食
事
入
館
2
時
間
ま
で
無
料

　
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
、
定
食
や
麺
類
な

ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
食
事
セ
ッ
ト

　
（
入
館
料
込
み
）
千
円

　
毎
月
第
1
月
曜
日
の
昼
食

●
ス
タ
ン
プ
2
倍
デ
ー

　
毎
月
26
日
と
第
２
月
曜
日

●
夕
市
【
採
れ
た
て
野
菜
販
売
】

と
き　
12
月
10
日
㈰

　
　
　
14
時
か
ら

℡
０
４
８
０
・
73
・
２
５
０
１

●
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

と
き　
令
和
６
年
１
月
13
日
・
27
日
、

２
月
10
日
・
24
日
（
各
土
曜
日
）

13
時
～
14
時
30
分

定
員　
10
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
開
始　
12
月
８
日
㈮

持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
ボ
ー
ル
（
直
径
26
㎝
く
ら
い
）
、
ス

ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
（
長
さ
１
ｍ
く
ら

い
）、
５
本
指
靴
下
（
素
足
で
も
可
）、

飲
み
物

℡
０
2
８
０
・
62
・
4
3
4
9

●
そ
ば
＆
う
ど
ん
打
ち
体
験
（
中
級
）

と
き　
12
月
17
日
㈰

　
　
　
９
時
～
13
時

内
容　
加
須
産
の
そ
ば
を
使
い
、
そ
ば

挽
き
か
ら
体
験
し
ま
す
。
そ
ば
と
う
ど

ん
を
打
ち
、
で
き
た
そ
ば
と
う
ど
ん
の

他
、
自
宅
で
４
人
前
の
そ
ば
が
打
て
る

材
料
付
き
。

定
員　
８
人

費
用　
２
千
円

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
窓
口

申
込
期
限　
12
月
13
日
㈬

℡
０
２
８
０
・
62
・
５
５
５
５

●
お
食
事
処　
さ
く
ら
食
堂

　
さ
く
ら
食
堂
は
、
加
須
手
打
う
ど
ん

会
の
会
員
で
す
。
寒
い
季
節
に
温
か
い

加
須
手
打
ち
う
ど
ん
を
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

　
大
晦
日
に
は
、
本
格
手
打
ち
の
二
八

そ
ば
（
生
麺
・
１
人
前
税
込
３
５
０

円
）
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
年

越
し
そ
ば
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
元
日
に
展
望
デ
ッ
キ
を
開
放

　
初
日
の
出
に
合
わ
せ
て
、
元
日
３
時

か
ら
展
望
デ
ッ
キ
を
開
放
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
時
ご
ろ
か
ら
、
豚
汁
（
限

定
１
０
０
食
）
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
な
ほ
の
湯

道
の
駅
か
ぞ
わ
た
ら
せ

北
川
辺
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
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℡
０
４
８
０
・
72
・
２
１
１
１

●
今
年
も
１
年
あ
り
が
と
う
！

　
歳
末
感
謝
セ
ー
ル
開
催

　
今
年
も
１
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
、

12
月
24
日
㈰
か
ら
31
日
㈰
ま
で
歳
末
感

謝
セ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
家
庭
用
に

生
麺
パ
ッ
ク
の
そ
ば
や
加
須
名
物
の
う

ど
ん
、
の
し
餅
、
箱
入
り
み
か
ん
、
地

元
の
酒
米
を
使
い
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞
し
た
日
本
酒
「
加
須
の
舞
」
な

ど
、
お
正
月
に
欲
し
い
品
々
の
予
約
も

承
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
早
め
に
ご

注
文
く
だ
さ
い
。

●
大
利
根
産
い
ち
ご
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
い
よ
い
よ
待
望
の
「
大
利
根
産
い
ち

ご
」
の
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。
生
産
者

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
、
甘

く
て
新
鮮
な
い
ち
ご
。
家
庭
用
は
も
ち

ろ
ん
、
年
末
年
始
の
贈
答
用
に
も
ぴ
っ

た
り
で
す
。
入
荷
情
報
な
ど
は
S
N
S

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
電
話
で
の

問
い
合
わ
せ
も
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
12
月
25
日
㈪
が
納
期
限
の
税
・
料
金

は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
３
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
）

問
合
せ　
加
収
納
課
（
℡
内
線
１
２
９
）

　
市
税
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
大
切
な
財

源
で
あ
り
、
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ

き
市
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
滞
納
し
た
ま
ま
の
状
態

が
続
く
と
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
に
差
し
押
さ
え
な
ど
に
よ
り

強
制
的
に
徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
市
税
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
税
を
一
時
に
納
付
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
申
請
に

よ
り
１
年
に
限
り
納
税
が
猶
予
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
納
税
相
談

と
き　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

・
日
曜
日

　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
日
曜
日
は
17
時
ま
で

問
合
せ　
加
収
納
課
（
℡
内
線
１
２
９
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
あ
る
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
証
明
書
が
取

得
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
時
間　
６
時
30
分
～
23
時

利
用
可
能
店
舗　
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル
な
ど

取
得
で
き
る
証
明
書

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
（
各

１
５
０
円
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
「
通
知
カ
ー
ド
」
や

加
須
市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録
証
）

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
４
桁
の
暗
証
番
号
（
利
用
者
用
電
子

証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
加
市
民
課
（
℡
内
線
１
１
３
）

・
本
庁
舎
（
市
民
課
・
税
務
課
・
収
納

課
）

・
各
総
合
支
所
（
市
民
税
務
担
当
）

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
加
須
・

不
動
岡
・
三
俣
・
礼
羽
・
大
桑
・
水

深
・
樋
遣
川
・
志
多
見
・
大
越
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
田
ケ
谷
総

合
セ
ン
タ
ー
）

業
務
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

※
12
月
31
日
㈰
を
除
く

取
扱
業
務　
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登

録
証
明
書
、
戸
籍
・
除
籍
な
ど
の
謄
・

抄
本
、
市
税
関
係
の
各
種
証
明
書

※
各
窓
口
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
で
、
本
人
確

認
し
て
い
ま
す
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
場
合

は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
（
加
須
市
民

カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
加
市
民
課
（
℡
内
線
１
１
３
）

騎
市
民
税
務
担
当
（
℡
内
線
１
１
３
）

北
市
民
税
務
担
当

 

（
℡
０
２
８
０
・
61
・
１
２
０
１
）

大
市
民
税
務
担
当

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
１
６
）

各庁舎案内　電話番号のお掛け間違いにご注意ください。
加加須市役所（本庁舎）	 ℡0480･62･1111	 〒347-8501加須市三俣2-1-1
騎騎西総合支所	 ℡0480･73･1111	 〒347-0192加須市騎西36-1
北北川辺総合支所	 ℡0280･62･2111	 〒349-1292加須市麦倉1481-1
大大利根総合支所	 ℡0480･72･1111	 〒349-1193加須市北下新井1679-1

お
知
ら
せ

納
期
限
に
注
意

市
税
の
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

日
曜
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

取
得
で
き
ま
す
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接
種
は
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
、

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

接
種
券　
市
ホ
―
ム
ペ
―

ジ
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
推
進
課

　
（
℡
0
4
8
0
・
53
・
5
0
2
0
）

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
、
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
で
製
造
し
た
低
価
格
な
薬
で
す
。

品
質
・
有
効
性
・
安
全
性
は
新
薬
と
同

等
で
あ
る
と
国
が
認
め
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
自
身
の
負
担
額
を
軽
く
す

る
だ
け
で
な
く
、
国
全
体
の
医
療
費
の

抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、
医

療
費
が
高
額
に
な
り
や
す
い
75
歳
以
上

の
方
に
は
お
勧
め
で
す
。

　
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
税
務
担
当
で
は
、
保
険
証
や
お
薬
手

帳
に
貼
っ
て
使
用
で
き
る
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
加
国
保
年
金
課

 

（
℡
内
線
１
５
２
・
１
５
３
）

騎
市
民
税
務
担
当
（
℡
内
線
１
１
５
）

北
市
民
税
務
担
当

 

（
℡
０
２
８
０
・
61
・
１
２
０
３
）

大
市
民
税
務
担
当

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
２
５
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

と
こ
ろ　
本
庁
舎
２
階

業
務
内
容

・
年
金
相
談
、
年
金
請
求
な
ど
の
手
続

き
・
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
関
係
の

届
書
な
ど
の
受
付
や
相
談

※
年
金
相
談
は
、
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
受
付
専
用
電
話
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

℡
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

　
℡
03
・
６
６
３
１
・
７
５
２
１
へ

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
サ
テ
ラ
イ
ト
加
須

（
℡
０
４
８
０
・
62
・
８
０
６
１
）

熊
谷
年
金
事
務
所

（
℡
０
４
８
･
５
２
２
･
５
０
１
２
）

　
重
度
の
心
身
障
が
い
者
（
児
）
が
病

院
な
ど
で
診
療
を
受
け
た
場
合
に
、
医

療
費
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
す
で
に
受
給
資
格
が
あ
る
方
は
、
再

度
の
登
録
申
請
は
不
要
で
す
。

対
象　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

の
方

②
療
育
手
帳
○
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

方
（
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
加
入
の
方
は
、
精
神
病
床
の
入
院

費
は
対
象
外
）

④
65
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
よ
る
障
害
認
定
を
受
け
た
方
（
65

歳
未
満
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
の
障
害
認
定
に
該
当
す
る
状
態
に

あ
る
場
合
）

※
次
に
該
当
す
る
方
は
除
く

・
平
成
27
年
１
月
１
日
以
降
に
、
対
象

と
な
る
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、

そ
の
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
交
付
年
月

日
現
在
で
65
歳
以
上
の
方

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は

中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方

所
得
制
限　

毎
年
９
月
に
所
得
審
査

し
、
本
人
の
所
得
が
基
準
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
年
の
10
月
１
日
～
翌
年
９

月
30
日
の
医
療
費
は
助
成
の
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ　
加
障
が
い
者
福
祉
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
１
７
９
）

騎
福
祉
健
康
担
当
（
℡
内
線
１
３
４
）

北
福
祉
健
康
担
当

 

（
℡
０
２
８
０
・
61
・
１
２
０
４
）

大
福
祉
健
康
担
当

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
１
７
）

　
自
治
会
は
、
地
域
に
住
む
住
民
同
士

が
助
け
合
い
、
協
力
し
合
っ
て
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
環
境
美
化
活
動
や
防

災
・
防
犯
活
動
の
ほ
か
、
地
域
独
自
の

お
祭
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
自
治
会
に
加
入
し
、

地
域
の
活
動
に
参
加
、
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　
加
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
３
４
６
）

ね
ん
き
ん
サ
テ
ラ
イ
ト
加
須

（
熊
谷
年
金
事
務
所　
加
須
分
室
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

選
び
ま
し
ょ
う
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重
度
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障
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医
療
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助
成

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う



対
象

①
外
記
新
田
３
４
７
－
１
他
２
筆

・
最
低
売
払
価
格

　
１
７
６
２
万
２
１
７
７
円

・
面
積　
２
４
５
７
・
08
㎡

②
礼
羽
４
３
５
－
１

・
最
低
売
払
価
格

　
５
３
７
万
５
４
４
０
円

・
面
積　
１
６
２
・
40
㎡

③
旗
井
１
－
30
－
６
他
１
筆

・
最
低
売
払
価
格

　
４
４
７
万
６
８
５
７
円

・
面
積　
１
２
０
・
67
㎡

申
込
期
限　
12
月
22
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

入
札　
令
和
６
年
１
月
26
日
㈮

※
受
け
付
け
は
10
時
か
ら

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
加
管
理
契
約
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
３
９
３
）

　
加
須
市
油
井
ケ
島
区
自
治
会
で
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、
子

ど
も
神
輿
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健
全
な
発
展
を

図
り
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
加
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　

 
（
℡
内
線
３
４
９
）

　
12
月
4
日
か
ら
10
日
は
「
人
権
尊
重

社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」

で
す
。
運
動
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て

の
県
民
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な

が
ら
共
に
生
き
る
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
、
人
権
啓
発
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
12
月
１
日
㈮
～
25
日
㈪

※
各
会
場
の
開
庁
日
に
合
わ
せ
た
開
催

と
こ
ろ　
本
庁
舎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

騎
西
総
合
支
所
、
北
川
辺
総
合
支
所
、

大
利
根
総
合
支
所
、
田
ケ
谷
総
合
セ
ン

タ
ー

内
容　
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
・
人
権
折
鶴

の
展
示
、
市
内
小
中
学
生
作
成
の
人
権

標
語
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
人
権

啓
発
品
な
ど
の
配
布

問
合
せ　
加
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
３
４
１
）

と
き　
令
和
６
年
１
月
15
日
㈪

　
　
　
10
時
～
12
時

内
容　
在
宅
ワ
ー
ク
を
始
め
る
た
め
の

基
礎
知
識
や
心
構
え
な
ど

※
希
望
者
に
は
、
12
時
か
ら
13
時
ま
で

グ
ル
ー
プ
相
談
会
も
実
施

対
象　
在
宅
ワ
ー
ク
に
興
味
の
あ
る
女

性定
員　
W
E
B
1
0
0
人
（
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
30
人
）

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話

問
合
せ　
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー

 

（
℡
０
１
２
０
･
９
５
４
･
５
１
０
）

活
用
し
て
い
ま
す
！

宝
く
じ
助
成
事
業

市
有
地
公
売

（
一
般
競
争
入
札
公
売
）

在
宅
ワ
ー
カ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
）入
門
コ
ー
ス

人
権
啓
発
展

整備した備品
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「
か
ぞ
っ
ぷ
」
は
、
12
月
末
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
ア
プ
リ
内
「
ご
み
収

集
日
の
通
知
機
能
」
な
ど
は
、
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
加
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
（
℡
内
線
３
１
３
）

　
河
川
や
水
路
に
油
や
薬
品
な
ど
が
流

れ
、
魚
が
死
ん
だ
り
、
水
道
水
や
農
業

用
水
の
取
水
に
影
響
が
出
る
異
常
水
質

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
の
大
掃
除
な
ど
の
際
に
、
不
要

な
塗
料
や
油
、
農
薬
な
ど
の
取
り
扱
い

は
十
分
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
決
し
て

河
川
や
水
路
、
側
溝
に
流
さ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
事
故
対
応
の
費
用
は
、
事
故
原
因
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

速
や
か
に
埼
玉
県
東
部
環
境
管
理
事
務

所
ま
た
は
環
境
政
策
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
埼
玉
県
東
部
環
境
管
理
事
務

所
（
℡
０
４
８
０
・
34
・
４
０
１
１
）

加
環
境
政
策
課
（
℡
内
線
２
３
２
）

　
消
防
機
関
、
消
防
関
係
者
の
士
気
高

揚
を
目
的
と
し
、
新
春
恒
例
の
消
防
出

初
式
を
挙
行
し
ま
す
。
加
須
鳶
組
合
に

よ
る
纏ま

と
い振
り
や
は
し
ご
乗
り
の
ほ
か
、

加
須
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご
車
か
ら
の

放
水
を
披
露
し
ま
す
。

と
き　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

　
　
　
10
時
か
ら

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ　
駐
車
場

問
合
せ　
加
危
機
管
理
防
災
課

　
　
　
　

 
（
℡
内
線
２
５
７
）

　
地
震
を
想
定
し
、
徒
歩
で
避
難
す
る

避
難
誘
導
訓
練
や
、
初
期
消
火
訓
練
、

応
急
救
護
訓
練
、
A
E
D
取
り
扱
い
訓

練
、
煙
体
験
な
ど
の
防
災
活
動
に
必
要

な
技
術
を
習
得
し
地
域
防
災
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

と
き　
12
月
10
日
㈰　
８
時
30
分
か
ら

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
大
利
根
東
小
学
校　
体
育
館

お
よ
び
校
庭

対
象　
大
利
根
東
地
区
（
新
川
通
上
・

新
川
通
下
・
外
記
新
田
・
中
渡
・
堀
北

１
区
・
堀
北
２
区
・
堀
南
１
区
・
堀
南

２
区
・
堀
南
３
区
・
東
ケ
丘
・
渡
沼
・

大
利
根
ハ
イ
ツ
・
リ
ビ
エ
ル
コ
ー
ト
）

に
お
住
ま
い
の
方

問
合
せ　
大
地
域
振
興
課

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
１
９
）

　
毎
年
田
植
え
時
期
に
、
大
利
根
地
域

の
一
部
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
に
よ
る
苗
食
害
や
、

水
路
に
産
卵
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
来
年
の
稲
作
に
向
け
、
防
除
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
）
の
防
除
対
策

・
水
路
か
ら
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
、
取

り
入
れ
口
に
金
網
を
張
る
。

・
卵
（
赤
色
）
は
、
水
中
に
落
と
す
。

・
冬
期
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
運
し
貝
を

破
砕
す
る
な
ど
、
冬
眠
中
の
貝
を
土

か
ら
出
す
。

・
防
除
す
る
と
き
は
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど

を
使
用
し
適
正
に
処
理
す
る
。

問
合
せ　
大
農
政
建
設
課

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
２
１
）

　
農
業
者
の
方
な
ど
が
市
内
で
生
産
し

た
農
産
物
を
活
用
し
、
商
品
の
加
工
、

販
売
ま
で
一
貫
し
て
取
り
組
む
場
合
の

費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

※
事
前
に
事
業
内
容
を
ご
相
談
の
上
、

必
ず
事
業
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
加
産
業
振
興
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
２
５
２
）

　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
が
、

展
示
商
談
会
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
・
出
店
し
た
場
合
に
、
市
が
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

※
事
前
に
出
展
内
容
を
ご
相
談
の
上
、

必
ず
出
展
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
加
産
業
振
興
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
２
５
２
）

展
示
会
商
談
会
な
ど
の
出
展
費
用
を

補
助

６
次
産
業
化
商
品
の
研
究
開
発
費
や

設
備
購
入
費
を
補
助

河
川
な
ど
の
異
常
水
質
事
故
防
止
に

ご
協
力
を

加
須
市
暮
ら
し
応
援
ア
プ
リ

「
か
ぞ
っ
ぷ
」
の
終
了

大
利
根
東
地
区
防
災
訓
練

（
地
震
想
定
）

消
防
出
初
式

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
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公
共
ト
イ
レ
な
ど
の
使
用
を
補
助
す

る
と
き
、
男
性
介
護
者
が
女
性
用
下
着

を
購
入
す
る
と
き
な

ど
に
、
介
護
中
で
あ

る
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
マ
ー
ク
で
す
。

費
用　
無
料

問
合
せ　
加
高
齢
介
護
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
１
５
８
）

騎
福
祉
健
康
担
当
（
℡
内
線
１
３
２
）

北
福
祉
健
康
担
当

 

（
℡
０
２
８
０
・
61
・
１
２
０
４
）

大
福
祉
健
康
担
当

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
１
７
）

　

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
が

で
き
る
緊
急
通
報
機
器
を
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
①

か
ら
③
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
方

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の

方・
ひ
と
り
暮
ら
し

・
寝
た
き
り
な
ど
の
高
齢
者
を
含
む

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
方

・
同
居
し
て
い
る
方
の
就
労
な
ど
に

よ
り
、
お
お
む
ね
１
日
８
時
間
以

上
か
つ
週
５
日
以
上
、
前
記
い
ず

れ
か
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
方

②
身
体
上
の
慢
性
的
な
疾
患
な
ど
で
、

日
常
生
活
に
常
時
注
意
が
必
要
な
方

③
自
宅
に
固
定
電
話
が
あ
る
方

費
用　
無
料

問
合
せ　
加
高
齢
介
護
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
１
５
８
）

騎
福
祉
健
康
担
当
（
℡
内
線
１
３
２
）

北
福
祉
健
康
担
当

（
℡
０
２
８
０
・
61
・
１
２
０
４
）

大
福
祉
健
康
担
当

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
１
７
）

　
県
で
は
、
発
達
障
害
に
特
化
し
、
就

労
相
談
か
ら
職
業
能
力
評
価
、
就
労
訓

練
、
就
職
活
動
支
援
、
職
場
定
着
ま
で

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
熊
谷
（
熊

谷
市
桜
木
町
１
－
１
３
７
サ
ン
ラ
イ
ズ

桜
木
・
堀
口
第
二
ビ
ル　
４
・
５
階
）

対
象　
医
師
の
診
断
や
障
害
者
手
帳
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
発
達
障
害
の
特
性

を
持
ち
、
そ
の
自
覚
が
あ
る
方
で
企
業

な
ど
へ
の
一
般
就
労
（
障
害
者
雇
用
枠

で
の
就
労
を
含
む
）
を
希
望
し
て
い
る

方※
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
就
労
移
行
支

援
を
利
用
し
て
訓
練
を
受
け
る
際
に

は
、
市
に
よ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
受
給
決
定
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
熊
谷

 

（
℡
0
4
8
・
5
0
1
・
8
9
1
7
）

加
障
が
い
者
福
祉
課
（
℡
内
線
1
9
7
）

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
水
道
管
や
蛇
口

が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
凍
結
す

る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

水
道
管
が
破
損
し
、
水
道
料
金
や
修
理

代
金
な
ど
高
額
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

水
道
管
を
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
き
は
特
に
注
意

・
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下

・
家
を
留
守
に
す
る
な
ど
、
長
期
間
水

道
を
使
用
し
な
い
。

・
水
道
管
が
建
物
の
外
壁
際
な
ど
に
露

出
し
て
い
る
。

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
露
出
し
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に
防

寒
材
や
布
な
ど
を
巻
き
付
け
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
固
定
す
る
。

・
蛇
口
か
ら
鉛
筆
の
芯
く
ら
い
の
水
を

出
し
て
お
く
。

●
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

・
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ

ル
な
ど
を
巻
き
付
け
て
、
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

・
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ

る
元
栓
（
止
水
栓
）
を
閉
め
、
加
須

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修

理
を
依
頼
す
る
。

※
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
水
道
課

 

（
℡
０
４
８
０
・
65
・
５
２
２
２
）

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

販
売
場
所　
会
計
課

種
類　
無
地
（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
）、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
年
賀
（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

紙
）

※
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
販
売
終
了

問
合
せ　
加
会
計
課
（
℡
内
線
１
３
１
）

介
護
マ
ー
ク
を
貸
し
出
し

緊
急
通
報
機
器
の
貸
し
出
し

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

年
賀
は
が
き
の
販
売
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就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方

で
、
令
和
６
年
４
月
に
市
内
公
立
小
中

学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
の
保
護

者
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服
な
ど
入
学

に
必
要
な
も
の
を
購
入
す
る
費
用
を
入

学
準
備
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

※
小
学
６
年
生
の
保
護
者
で
、
令
和
５

年
度
就
学
援
助
費
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

支
給
額　

・
新
小
学
１
年
生　
５
４
０
６
０
円

・
新
中
学
１
年
生　
６
３
0
0
0
円

申
込
期
間　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
～

３
月
29
日
㈮

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
加
学
校
教
育
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
３
６
３
）

●
感
染
症
予
防
の
た
め
に

・
松
本　
弘
様

　
M
I
O
X
溶
液　
４
０
０
ℓ

と
き　
12
月
2
日
㈯
～
5
日
㈫

　
　
　
12
月
16
日
㈯
～
20
日
㈬

　
　
　
12
月
28
日
㈭
～
31
日
㈰

※
加
須
市
は
、
埼
玉
県
都
市
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
企
業
団
に
加
盟

し
、
配
分
金
を
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

●
加
須
・
騎
西
地
域

と
き　
①
12
月
15
日
㈮

　
　
　
②
令
和
6
年
1
月
19
日
㈮

　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
本
部
（
加
須
）
・
騎
西
各
事

務
所

●
北
川
辺
・
大
利
根
地
域

と
き　
①
12
月
18
日
㈪

　
　
　
②
令
和
6
年
1
月
22
日
㈪

　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
北
川
辺
・
大
利
根
各
事
務
所

【
共
通
事
項
】

対
象　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳

以
上
の
市
内
在
住
の
方

※
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

（
℡
０
４
８
０
・
62
・
６
４
９
０
）

　
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
の
資
格
を
お
持
ち
で
、
就
業
し
て

い
な
い
方
は
、
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン

届
出
支
援
シ
ス
テ
ム
「
と

ど
け
る
ん
」
ま
た
は
電
話

問
合
せ　
埼
玉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

 

（
℡
０
４
８
･
６
２
０
･
７
３
３
９
）

と
き　
12
月
20
日
㈬

①
10
時
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ

　
　
　
　
研
修
室
１

内
容　
税
務
署
職
員
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
確
定
申
告
（
e
－
T
a
x
）

講
座

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員　
各
25
人

費
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話

申
込
期
限　
12
月
15
日
㈮

問
合
せ　
税
務
課
（
℡
内
線
１
２
８
）

と
き　
令
和
６
年
２
月
8
日
㈭

　
　
　
集
合
９
時

　
　
　
解
散
16
時
30
分
（
予
定
）

集
合
場
所　
パ
ス
ト
ラ
ル
か
ぞ　
駐
車

場目
的
地　
栃
木
県
さ
く
ら
市
内

交
通
手
段　
バ
ス
（
借
り
上
げ
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
18

歳
以
上
の
方

定
員　
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用　
4
千
円

申
込
方
法　
電
話

申
込
期
間　
12
月
18
日
㈪
～
25
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
加
総
務
課
（
℡
内
線
３
３
３
）

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

就
学
援
助
入
学
準
備
金

さ
く
ら
市
へ
の

姉
妹
都
市〝
ほ
っ
こ
り
〟訪
問
ツ
ア
ー

ス
マ
ホ
申
告
講
座

看
護
師
な
ど
の
届
出
制
度

「
と
ど
け
る
ん
」

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

（
埼
玉
県
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
）
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「
子
ど
も
食
堂
」
や
、
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
へ
食
品
提
供
す
る
「
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
食
料

品
、
飲
料
、
調
味
料
な
ど
（
賞
味
期
限

１
カ
月
以
上
の
も
の
で
、
生
も
の
・
野

菜
・
冷
凍
食
品
・
ア
ル
コ
ー
ル
を
除

く
）
の
寄
贈
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
令
和
６
年
１
月
９
日
㈫
～

12
日
㈮

8
時
30
分
～
17
時

受
付
場
所　
子
育
て
支
援
課
、
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
担
当

問
合
せ　
加
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　

 

（
℡
内
線
１
６
７
）

と
き　
令
和
６
年
２
月
９
日
㈮
～
11
日

（
祝・日
）　
９
時
30
分
～
17
時

※
11
日
は
15
時
ま
で

と
こ
ろ　
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ　
多
目
的

ホ
ー
ル
、
3
0
1
会
議
室

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る

高
校
生
以
上
の
方
、
活
動
の
拠
点
を
加

須
市
内
に
置
く
方
、
加
須
市
美
術
連
盟

会
員

出
品
種
目　
絵
画
・
彫
刻
・
書
・
写
真

・
陶
芸

出
品
点
数　
各
部
門
１
人
１
点

※
複
数
部
門
へ
の
出
品
可

出
品
料
（
１
部
門
に
つ
き
）

一
般
…
１
５
０
０
円

学
生
…
５
０
０
円

加
須
市
美
術
連
盟
会
員
…
無
料

申
込
方
法　
出
品
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出

申
込
期
限　
令
和
６
年
１
月
10
日
㈬

※
F
A
X
可

 

（
FAX
０
４
８
０
・
62
・
２
２
２
１
）

※
郵
送
は
当
日
消
印
有
効

問
合
せ　
生
涯
学
習
課

 

（
℡
０
４
８
０
・
62
・
１
２
２
３
）

と
き　
令
和
６
年
２
月
２
日
㈮
・
16
日

㈮　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
加
須
図
書
館

対
象　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ま
た
は

図
書
館
の
お
は
な
し
会
に
興
味
が
あ
る

方
で
、
両
日
と
も
参
加
で
き
る
方

定
員　
12
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
来
館

申
込
開
始　
12
月
25
日
㈪

問
合
せ　
加
須
図
書
館

 

（
℡
０
４
８
０
・
61
・
８
２
０
０
）

と
き　
令
和
６
年
１
月
13
日
か
ら
３
月

16
日
ま
で
の
各
土
曜
日
（
全
10
回
）

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
加
須
市
民
体
育
館　
加
須
こ

い
の
ぼ
り
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

対
象　
一
般
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
高
校
生
以
上
）

ジ
ュ
ニ
ア
…
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

１
年
生
～
中
学
３
年
生

※
市
外
在
住
者
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

定
員　
一
般
…
６
人

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
…
18
人

費
用　
一
般
…
２
千
円

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
…
千
円

申
込
方
法　
電
子
申
請
・

届
出
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
申

し
込
み

申
込
期
間　
12
月
４
日
㈪
９
時
～
17
日

㈰
21
時

問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

（
℡
０
４
８
０
・
62
・
６
１
２
３
）

問合せ　加須警察署（℡0480･62･0110）

昨年を上回る交通死亡事故が発生 

市内の交通事故・犯罪発生件数（１月~10月）
交通事故発生件数 2,162件（前年比＋74件） 犯罪発生件数 563件（前年比＋84件）

加須警察署管内では、今年に入ってから県内で２番目に多い６人（９月末現在）の方が、交通死亡事故で亡くなっています。

絵
本
読
み
聞
か
せ
講
座

後
期
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

運転する方は
・夕暮れ時は、早めにライトを点けましょう。

運転者にとっても、歩行者にとっても、互い
に発見しやすくなります。

・ライトは、原則上向きにしましょう。

歩行者は
・明るい色の服を着て、反射材を身に着けまし 

ょう。
・道路の横断は、安全確認し、横断歩道を渡り

ましょう。

子
ど
も
食
堂
・

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
支
援

第
63
回
加
須
市
美
術
展
出
展
作
品
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加須警察署だより



対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
お
よ
び
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
加
盟
種
目
に
お
い
て
、
令
和
５

年
中
に
、
県
大
会
１
位
、
関
東
大
会
入

賞
、
予
選
会
を
経
て
全
国
大
会
出
場
、

予
選
会
を
経
な
い
で
全
国
大
会
に
出
場

し
入
賞
な
ど
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

個
人
ま
た
は
団
体

※
選
考
委
員
会
で
審
議
の
上
、
受
賞
者

を
決
定
し
ま
す
。

提
出
期
限　
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

提
出
方
法　
報
告
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
加
須
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

へ
提
出

問
合
せ　
加
須
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局加
須
市
民
体
育
館

 

（
℡
０
４
８
０
・
62
・
６
１
２
３
）

ふ
じ
ア
リ
ー
ナ

 

（
℡
０
４
８
０
・
73
・
７
６
１
０
）

み
の
り

 

（
℡
０
２
８
０
・
62
・
１
７
１
０
）

大
利
根
文
化
体
育
館

 

（
℡
０
４
８
０
・
72
・
１
３
２
３
）

と
き　
令
和
６
年
3
月
10
日
㈰

※
雨
天
決
行

会
場　
ふ
じ
ア
リ
ー
ナ
周
辺

部
門

①
小
学
生
男
女

　
１
・
８
㎞
×
５
人

②
中
学
生
男
女

　
３
・
０
㎞
×
５
人

③
一
般
男
女

　
３
・
０
㎞
×
５
人

費
用　
１
チ
ー
ム
５
千
円

申
込
期
間　
令
和
６
年
1
月
4
日
㈭
～

31
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ふ
じ
ア
リ
ー
ナ

 

（
℡
０
４
８
０
・
73
・
７
６
１
０
）

●
受
験
資
格

・
自
衛
官
候
補
生

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
男
子
中
卒
17
歳
未
満

●
受
付
期
限

・
自
衛
官
候
補
生

　
令
和
６
年
１
月
19
日
㈮

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
一
般
…
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

●
試
験
日

・
自
衛
官
候
補
生

　
令
和
６
年
１
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪
の

う
ち
１
日

・
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
一
般
…
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯
・
14

日
㈰
の
う
ち
１
日

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
熊
谷
地
域
事
務
所

 

（
℡
０
４
８
･
５
２
２
･
４
８
５
５
）

　
広
報
か
ぞ
11
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

●
５
ペ
ー
ジ

　
（
加
須
消
防
署
長
に
聞
く
）

（
誤
）
１
３
３
・
３
㎡

（
正
）
１
３
３
・
３
㎢

人権コラム 緊急水道工事連絡先
▍平日（8：30～17：15）
　水道課	 ℡0480・65・5222
▍土・日・祝日および夜間
　加須久下浄水場	 ℡0480・65・5222
　騎西第二浄水場	 ℡0480・73・5240
　北川辺中央浄水場	 ℡0280・62・2292
　大利根第二浄水場	 ℡0480・72・2121

水道水の漏水に注意!! 水道メーター
（パイロット）の確認をしましょう

緊急水道工事連絡先
▍平日（8時30分～17時15分）
　水道課	 ℡0480・65・5222
▍土・日曜日、祝日および夜間
　加須久下浄水場	 ℡0480・65・5222
　騎西第二浄水場	 ℡0480・73・5240
　北川辺中央浄水場	 ℡0280・62・2292
　大利根第二浄水場	 ℡0480・72・2121

水道水の漏水に注意!! 水道メーター
（パイロット）の確認をしましょう

　国連では、世界人権宣言が採択された12月10日を「人権
デー」と定めています。法務省の人権擁護機関では、この「人
権デー」を最終日とする１週間を人権週間と定め、啓発活動を
行っています。
　あらゆる人が、誰にも侵されることのない人間としての権利
を生まれながらに持っています。自分の人権も、相手の人権
も、尊重される社会について、この機会に意識を向けてみては
いかがでしょうか。
問合せ　人権・男女共同参画課（℡内線341）

12月４日から10日までは「人権週間」

第
11
回
加
須
ふ
じ
の
里
駅
伝
大
会

自
衛
官

加
須
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
優
秀
選
手
賞

お
詫
び
と
訂
正
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発行日／令和５年12月１日　発行／加須市　編集／シティプロモーション課
〒347-8501　埼玉県加須市三俣2－1－1　℡0480･62･1111（代表）

主な部分に、見やすい
ユニバーサルデザイン
フォントを採用してい
ます。

Recruitment
お子さんの写真を募集しています。

（対　　象）市内在住の０～3歳のお子さん
（応募方法）シティプロモーション課へメールまたは電話
　　　　　　promotion@city.kazo.lg.jp　℡0480・62・1111（代表）

 @City.Kazo
市のイベント情報や
話題を発信中！

　　
 @city.kazo

市の魅力的な風景を
発信中！

 @kazocity_PR
市の情報や話題を
投稿中！

@kazocity
LINEで市の魅力的な
情報を発信中！

知りたい情報　きっとみつかる
−Official−

加須市ソーシャルメディア

Facebook

Instagram

X（旧twitter）

LINE

Ｘ

11月１日現在の人口
総人口	 112,159人（＋85）	 世帯数　50,333世帯（＋120）
　　男	  56,447人（＋71）	 女	  55,712人（＋14）

和
わ

知
ち

 礼
れ

恩
おん

くん
誕2023.2.14
毎日癒しをありがとう♡
これからも元気にすくす
く育ってね！大好きだよ
♡

辻本 天
てん

馬
ま

くん
誕2022.9.11
家族のムードメーカー天
馬！これからも楽しく過
ごそうね♪

寺
てら

島
しま

 蒼
あお

翔
と

くん
誕2023.1.29
すくすく元気に育ってく
れてありがとう！みんな
あおとが大好きだよ！

細田 紗
さ

夏
な

ちゃん
誕2023.8.6
産まれてきてくれてあり
がとう！すくすく元気に
育ってね！

イチオシ投稿

@hiroya.kobayashi_official ＼未来館の朝焼けと秋桜／
＃埼玉県　＃加須市　＃加須　＃kazocity　＃かぞくる
＃加須未来館　＃未来館
＃休耕田　＃秋桜　＃市の花　＃コスモス　
＃朝焼け

投
稿
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い


